
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

市
民
参
加
に
よ
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

福
祉
公
社
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
、
身

体
に
何
ら
か
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
財
団
法
人
で
す
。

そ
の
担
い
手
（
協
力
会
員
）
は
、
福
祉
活
動

に
理
解
と
情
熱
の
あ
る
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。

助
け
合
い
の
精
神
を
も
と
に
、
有
償
で
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
と
き
は
手
助
け
を
し
て
、
必
要
な
と

き
は
手
助
け
を
受
け
る
。
地
域
の
中
で
助
け
合

っ
て
、
い
つ
ま
で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

た
い
。
そ
ん
な
願
い
を
福
祉
公
社
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
、
協
力
会
員
・
賛
助
会

員
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
人
は
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

岡
肘
松
戸
市
福
祉
公
社
事
業
係
登
3
6
8
・
2
9
4

1

福
祉
公

社

は
、
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を
受

け

る
「
利
用

会
員

」
、
サ

ー

ビ

ス
を
提

供
す

る
「
協
力
会

員
」
、
資
金

を
提
供

す

る
「
賛
助

会
員

」

の
三

会

員
で
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

利

用

会

員

と

は

市

内
に
お
住
ま
い
の
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
を
含
む
世
帯
で
、

公
社
が
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
認
め

た
世
帯
で
す
。

〇
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
人

〇
心
身
に
何
ら
か
の
障
害
の
あ
る
人

○
ひ
と
り
親
家
庭
等

利

用

会

員

へ

の

サ

ー

ビ

ス

基
本

サ
ー

ビ
ス
・：
在

宅
生

活
に

関
す

る

さ
ま
ざ

ま
な
相

談
を
受

け
た

り

、

利用会員の佐藤さん(中央)は、10日に一度、協力会員(今日は黛さんでした)と一緒に外出するのが

楽しみ。いつもは使う杖(つえ)を今日は使わず、美容院に行きます。お孫さんも途中までお見送り

情
報

提
供
を
行

い
ま
す

。

家
事
援
助
・
介
護
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
：

利
用
会
員
の
自
宅
へ
公
社
が
協
力
会

員
を
派

遣
し

、
調

理

・
洗

濯

・
掃

除

な
ど

の
家

事
援
助

や
、
食

事

・
外
出

な
ど

の
介

助
を
行

い
ま
す

。

理
髪

サ
ー

ビ
ス
・：
外

出
で

き
な

い
会

員
宅

へ
、

理
容

師
が
出
張

し
ま
す

。

二
十
四

時

間
あ
ん
し

ん
電

話
サ

ー
ビ

ス
…
緊

急
時

、
困

っ
た
と

き
に

、
看

護
婦
等

が
相
談
を
受

け
ま

す

。

利
用
料
金
：
表
1
の
と
お
り

協

力

会

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

公
社
で
は
、
利
用
会
員
の
自
宅
に

出
向

き
、

掃
除

・
洗
濯

・
調
理

な
ど

の
家

事
援
助

や
通

院

・
散
歩

の
介

助

な

ど
の
介

護
援
助

サ

ー
ビ
ス
を
行

う

協
力

会
員

を
募

集
し
て

い
ま
す

。

対

象
・：

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意

識
を
お

持

ち
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
二
十
歳
以

上
で
健
康
な
人
。
資
格
や
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
会
員
登
録
時
に
基
礎

研
修
（
日
程
は
左
表
の
と
お
り
）
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
活

動
開
始
時
に
は
公
社
の
職
員

（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が
同
行
し
ま
す
の

で
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心
で
す
。

協

力

会

員

の

謝

礼

金

一
時
間
当
た
り
九
百
円
～
一
千
三

百
円
（
預
託

制
度

も
利
用

で

き
ま
す

）

基 礎研 修予定

9月13日(月卜10 月18日(月)

毎週月曜日　午前〔全6 回 〕

11月10日冰卜12 月15日㈲

毎週水曜日　午後〔全6 回 〕

12年1月11日㈹～2月15日収）

毎週火曜日　午前〔全6 回 〕

会場 … 総合 福祉 会館

費用 …無 料

賛

助

会

員

と

は

福
祉
公

社

の
事
業

に
賛
同

し
て

い

た

だ
け

る
個
人

・
団
体

ま
た

は
企

業

な

ど
で
す

。

入

会
金
…
個

人
千
円

・
法

人

一
万

円

年
会

費
・：
個

人
千
円

・
法

人

一
万

円

表1　利用料金

入 会 金 1,000円（登録時のみ）

会　 費 月1,000 円

１

手

買

派 遣時間

月～金曜日 土･日曜日､ 祝日

午前9時～

午後5時

午前8時～9 時
午後5時～8 時

午前8時～
午後8時

利

用

料

家 事 1時間　900 円 I時間1,100円 1時間1,100 円

介 護 1時間1,100 円 IE持間1,300 円 1時間1,300 円

理 髪 1回5,000 円

派遣 経 費 派遣1[Ej]につ き300 円

24時間あんしん電話サービス 月3,500 円（通話料・消費税別）

市
立
松
戸
高
等
学
校
（
普
通
科
・
国
際
人
文
科
）
学
校
説
明
会

学
園
生
活
を
体
で
感
じ
て
み
よ
う

市

立
松
戸

高
等

学
校
は

、「
師
弟

同

行
」

を
モ

ッ
ト

ー
に
、

勉
学

・

部
活
動

を

は
じ
め
と

し
た

教
育
活

動

に

一
層

の
充
実

を
図

っ
て
取
り

組

ん
で

い
ま

す
。

暦
市

立
松
戸

高
等

学
校
教

務
部

登

3
8
5
・
3
2
0
1

充実したLL 教室

市
立
松
戸
高
校
の
特
色

生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
市
内
中
学

校
の
出
身
者
で
、
市
内
在
住
者
で

す
。
中
学
以
来
の
顔
見
知
り
も
多

く
、
仲
が
良
く
連
帯
感
も
強
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

体
育
系
を
中
心
と
し
た
部
活
動

も
活
発
で
、
各
種
大
会
で
「
イ
チ

マ
ツ
」
の
名
を
高
め
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
活
動
で
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

ー
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市

の
ク
ー
ナ
ン
高
校
と
十
数
年
来
の

交
流
が
あ
り
、
毎
夏
十
人
ほ
ど
の

生
徒
を
短
期
留
学
生
と
し
て
派
遣

し
、
ク
ー
ナ
ン
高
校
か
ら
の
留
学

生
を
数
年
お
き
に
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

見
学
お
よ
び
説
明
会

期
日
：
９
月
1
8
日
出

受
付

…
午
後
２

時
～

２
時

匐
分

説
明

・
見
学
・：
午
後

２
時

丿
分
～

３

時
5
0分

部
活

動
見
学
…

午
後
３

時
5
0
分
～

５

時

（
希

望
者

の
み
）

会
場
：
市
立
松
戸
高
校
体
育
館

対

象
…
中
学

三
年

生
お

よ
び
保

護

者内

寄
悵

本
校
の
特

色

・
概
要

②
国

際
人

文
科

説
明

③
進

路
状

況

④

生
徒
会
行

事

⑤

校
内
見

学
（
希
望

者

の
み
）

材
国
際
交
流
協
会
設
立
1
0周
年
記
念
事
業

姉
妹
都
市
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
・
市
民
友
情
の
旅

齟
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

姉
妹
都
市
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
民
と

の
交
流
を
メ
ー
ン
に
、
メ
ル
ボ
ル
ン

ー
シ
ド
ニ
ー
観
光
を
加
え
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア

ツ
ア

ー
を

実
施
し

ま

す
Ｏ

皆

さ

ん
の

ご
参

加
を
お
待

ち
し
て

い

ま
す

。

期
間
1
1
月
1
8
日
水
～
2
5
日
南
〔
八

日

間
〕
　

対
象

十
八
歳
以

上

の
人

募

集
人

員
四
十

人
　

費

用
十

八
万

五

千
円

（
航

空
運

賃

・
ホ
テ

ル
代

・
現

地
団

体

移
動
交

通
費

・
日
程

表
記

載

の
食

事
代

・
海

外
旅

行
保
険
代

・
空

港

施
設

使
用
料

を
含

む
）

※
応
募

多
数

の
場
合

は
市
内

在
住

の

人
を
優
先
の
上
、
抽
選

圃

９
月

’にＥ
日

窗
ま
で

に
、

電
話
で

㈱

松

戸
市

国
際
交

流
協

会

昔
屁

・
7
3

1
0

へ

期 日 滞在地 日 程 食事

1日目 11/18 困（夜）成田発 シドニー経由でメルボルンへ 夕：機内

2日目 19 銜

(朝) メルボ

ルン着

〈メルボルン〉

メルボルン市内観光（セント

・パトリック大聖堂、キャプ

テン・クックの家等を見学）

朝：機 内

疂 ：○

夕 ：×

3日目 20 出
ホワイトホ

ース

市内見学・市主催の昼食会

夜はグループに分かれて市民

宅訪問( 夕食をともにします)

朝 ：○

疂 二○

夕 ：○

4日目 21(日)
ホワイトホ

ース

終日フリー タイム(希望者は

市民がガイドし ます)

夜は交流パーティー

朝 ：○

疂 ：×

夕 ：○

5日目 22(月)

(疂) シドニ

ー着

〈シドニー〉

市内観光（オペラハウス等）

朝 ：○

昼 二○

夕 ：Ｘ

6日目 23 竭 シドニー

終日フリータイム

(オプショナルツアー)

夜はさよならパーティー

朝 ：○

昼 ：×

タ ニ○

ﾜ日目 24 ㈲

〈シドニー〉

(夜) シドニ

ー発

出発までフリータイム

(オプショナルツアー)

朝 ：○

疂 ：×

夕 ：機内

8日目 25 ㈲（朝）成田着 着後、空港にて解散 朝：機内

平
成
1
2
年

の
成
人

式
を
１

月
1
0日

（
成

人

の
日

）
に
森

の
ホ

ー
ル
2
1で
行

い
ま
す

。
企
画

の
検

討
や
運

営
に
協

力

す

る
ス

タ
ッ
フ
を

募
集
し

ま
す

。

内

容
…
記

念
式
典

（
司
会

・
意

見
発

表

等
）
・
交

流
会
場
（
模
擬
店
等
）
・

そ

の
他

（
テ
レ

ホ
ン

カ
ー
ド

の

デ
ザ

イ

ン

・
受

け
付
け

・
手

話
等
）

対
象
：
新
成
人
（
昭
和
5
1
年
４
月
２

日
～
5
5年
４
月

１
日
生
ま

れ
の
市

民
）

と
市

民

（
式
典

の
司
会

や
意
見

発
表

等

は
新
成

人
に
限

定
し

ま
す
）

企
画
「
会
議
等
…
1
0
月
初
旬
か
ら
土
・

日
曜

日
を

中
心

に
数
回

※
謝

礼

や
交
通

費
等

の
支
給

は
あ
り

ま
せ

ん
。

兩
電

話
で

社
会

教
育
課

社
会

教
育
係

登

莇
・
7
4
6
2

へ

。
詳
し

い
内
容

を

送
り
ま

す

。

※
詳
細

は
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
で

も

掲
載
し

て

い
ま
す

。
申
し

込
み

は

Ｅ

メ
ー
ル

で
も
受

け
付
け

ま
す

。

福祉公社

のご案内

8/25

1999　 ‾ ‾

毎月5日･15日･25日発行

ＮＯ｡1018

成人式ボランティ

ア
スタッフを募集

日 程 表
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市
営
白
井
聖
地
公
園
の

墓
地
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
内
訳
は
、
焼
骨
保
有
者

三

親
等
以
内
の
焼
骨
を
保
有
し
、
か
つ

埋
火
葬
許
可
証
の
原
本
を
保
有
し
て

い
る
人
で
、
焼
骨
を
五
年
以
内
に
埋

蔵
で
き
る
人
）
は
百
五
十
三
区
画
、

そ
れ
以
外
の
人
は
十
区
画
で
す
。

申

込

案

内

書

の

配

布

期

間
・：
９
月

１
日

水
～
９

月
2
9日

水

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午

後
４

時
ま

で
）

会

場
…
緑
地

管
理

課

・
各

支
所

・
白

井

聖
地
公

園

管
理
事

務
所

・
白
井
町

役

場
申

し

込

み

の
受

け

付

け

期
間
…
９
月
2
7
日
側
～
2
9
日
水
午
前

９
時
～
午
後
４
時

会
場
…
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室

・
白
井
聖
地
公
園
管
理
事
務
所

受
け
付
け
は
９
月
2
7日
～
2
9日
の
三
日
間

※
申

し
込

み

は
、
一

世
帯

一
区

画

に

限
り

ま
す

。

持
参
す
る
物
：
①
申
込
申
請
書
②
所

定
の
ハ
ガ
キ
（
切
手
を
張
っ
た
も
の
）

③
印

鑑

④
家
族

全
員

の
住
民

票

（
本

籍

・
世
帯

主

・
続
柄

が
記
載

さ

れ
て

お

り
、
平

成
1
1
年
９

月
１
日

以

降
に

証
明

を
受

け
た

も

の
）

申

し

込

み

で

き

る

人

松

戸
市

ま
た

は
白

井
町

に
一
年

以

上

居
住

（
平
成
1
0一
年

９
月
2
6
日

ま
で

に

住
民

登
録
）

し
て

い
る
人

で

、
白

井

聖
地
公

園
を

使
用

し
て

い
な

い
人

※
重

複
し

て
申
し
込

ん
だ
場

合
に

は
、

す

べ
て
無
効

と

な
り
ま

す

。

抽

選

（
公

開

）

日

時
…
1
0月
1
2
日

㈹
午
前
1
0一
時
か
ら

会
場
・：
市
役

所
本

館
二

階
大
会

議
室

定
員
・：
当
日

先
着

五
十

人

※
ご
来
場
の
際
は
、
駐
車
場
が
狭
い

の
で
電
車
・
バ
ス
等
を
ご
利
用
ぐ

だ
さ
い
。

※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
（

ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
の
で
、
立
ち
会
ケ
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今回募集区画数と使用料・管理料

種別 向き 区分 区画数 使用料 管理料

普通墓地

(5m2)

163 区画

東向

き

焼骨 82

468,000 円

年額4,800 円

※4年4ヵ月分一括

前納額21,424円

(消費税を含む)

※次回更新時から

は､5年度分を一

括前納

一般 ５

西向

き

焼骨 ワ1

418,000 円

一般 ５

使

用

料

お

よ

び

管

理

料

納
入
期
限

…
1
1月
1
0
日

水

※
当

選
者
に

納
入

通
知
書

を
郵

送
し

ま

す

の
で
、
必

ず
期
限

内
に

お
支

払

い
く

だ
さ

い

（
支
払

方
法

は

Ｉ

括

払

い
で
す
）
。
期
限
内

ま

で
に
納

付

さ

れ
な

い
場

合
は

、
辞
退
し

た

も

の
と

み
な
し

、
当
選

無
効

と

い

た
し

ま
す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ

さ
い
。

使

用

許

可

証

の

交

付

日
時
…
1
1
月
2
5
日
本
午
立
回
８
時
3
0
分

～
午

後
５
時

会

場
…
市

役
所

本
館
二

階
大

会
議

室

使

用

許

可

日
・：
1
2月
１
日

水

圃

緑
地
管

理
課

昔
莇

・
7
3
7
9

平成11年度の松戸市職員採用試験を次のとおリ行いま

すＯ
受付期間…9月１日休)～10 日銜( 土・日曜日を除＜)

午前9時～午後4時45 分

受付会場…市役所本館2階大会議室

試験日時…9月19日⑧午前9時30 分から

試験会場…第一中学校

※必要書類は、8月25 日収から、人事課で配布します。

圃]人事課人事係登366-ﾜ306

市
内
の
大
気
環
境
測
定
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

二
酸
化
硫
黄

∴

酸
化
炭
素
は
環

境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
浮

遊
粒
子
状
物
質
は
未
達
成
、
二
酸
化

窒
素
に
つ
い
て
は
、
測
定
局
に
よ
り

未
達
成
で
し
た
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
環
境
基
準
を
達
成
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
東
葛
地
域
の
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
発
令
日
数
は
三
日
で
、

健
康
被
害
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

ま
た
、
有
害
大
気
汚
染
物
質
に
つ

い
て
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
ベ
ン
ゼ
ン

は
未
達
成
で
し
た
。

羇
環

境
部
保
全
課

容
鰯
・
7
3
3
7

私 た ち の 住 ん で い る 地 球 は 、 い ま 、 全 世 界 的 に 人 口 の 高

齢 化 が 進 ん で い ま す 。 我 が 国 に お い て も 少 子 化 ・ 高 齢 化 が

急 速 に 進 行 し て い ま す 。 平 均 寿 命 の 伸 び と 出 生 率 の 低 下 に

よ り 、 総 人 口 に 占 め る65 歳 以 上 の 高 齢 者 の 割 合 （ 高 齢 化 率 ）

は21 世 紀 初 め に は
ヽ4

人 に1 人 癆 琉 以 ］ぶ ）高 齢 者 と な る と

予 測 さ れ て い ま す 。　　　　　 １ ／ ／ ／
ｘ ｒ

ｒ 
。一一 一 一一ﾉ

この現状を踏まえ、・社会の人口統計上の高齢者人口が増

加しつつあることを認識し、。｡また高齢者の経済r社会、文

化の発展への貢献を高く評価するとともに高齢者に係るさ
。

ま ざ ま な 問 題 を 考 え る 機 会 と す る た め^1992 年 （平 成4 年 ）

の第47回国連総会において1999年(Wll年）を「国際高

齢者年」とることが決まりました。　

国際高齢者年では「高齢者のための国連原則」(1991年

国連総会で採択）を促進し、これを政策か実際の計画・活

動に具体化していくことが目的とされており、高齢者の「自

立」、「参加」「ケア」「自己表現」、「尊厳」を実現するこ

国際高齢者年をきっかけとして、中高年の方も若い世代

も、あらためて自分の高齢期のプランを考えたり趣味・

スポーツ活動、学習・文化活動、自治会活動、生産･就業
｡

活動などの地域での各種社会活動に参加することによって

社 会 や 他 の 人 々 と の つ な が り を 持 ち 、 ま た 、 子 供 か ら お 年

寄 り ま で 全 て の 世 代 が 理 解 し 合 い 、 助 け 合 う た め 一 緒 に 活

動 を 行 う と い う 「 世 代 間 交 流 」 を 進 め て い く こ と が 大 切 で

す 。

※ 市 で は 、 国 際 高 齢 者 年 の 意 義 を 市 民 の 皆 さ ん に 理 解 し て

い た だ く た め に 、 パ ン フ レ ッ ト（ 総 務 庁 発 行 ）を 受 付 窓 口

に 備 え 付 け 、ま た 、発 送 郵 便 物 に は 国 際 高 齢 者 年 の ロ ゴ マ

ー ク と 高 齢 者 の た め の 国 連 原 則 等 を 記 載 し て い ま す 。

圃 な が い き 課 登366 － 7342

平成10 年度測定結果

二酸化窒素
〔98%値〕
(ppm)

浮遊粒子状物質

〔2％ 除外 値〕

(mg/m3)

ベン ゼン

〔年平 均値〕

(mg/m3)

一般環境
局

根 本 0.063 0.118 0.0056

五 香 0.056 0.123

ニツ木 0.054 0.129

自動車排

ガス局ﾉ
上本郷 0.0ﾜ3 0.158 0.0065

環境基準（環境上の条件）

二酸化

窒素

1時剛 直の1日平均 直が0.04ppmか

ら0.06ppmまでのゾーン内または

それ以下であること

浮遊粒

子状物

質

1時間値の1 日平均値が0.1 Omg/

m3以下であり 、かつ 、1時間値

が0.20mg/m3 以下であること

ベンゼ

ン

年平均 値が0.003mg/m3 以下で

あること

大

気
汚

染
物
質

の
発

生

は
、
主

に

工
場
や
事
業
所
、
物
の
燃
焼
や
自
動

車

な
ど
に

よ

り
ま
す

。

Ｏ
自
動

車
の

空

ぶ
か
し

や
急
発

進

・

急

加
速

は
や

め
ま
し

ょ

う
。

Ｏ
ご
み

の
焼

却

は
、
ご
近

所
に

迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、

自

粛
を

お
願

い
し

ま
す

。

あ
な
た
の
健
康
○

冷

房

病

蒸
し
暑
い
夏
に
冷
房
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

冷
や
し
過
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん

冷
房
病
と
は

人
間

は
汗
を

か

い
た
り

、
鳥
肌

が
立

っ
た
り
し

て
体
温

を

一
定
に

保
ち
、

気
温

の
変
化

に
自
然

に
対

応
し
て

い
ま
す

。
こ

れ
は

「
生
体

恒
常
機
能
」
と
呼
ば
れ
自
立
神
経

に
よ
り
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ

ろ

が
、
エ

ア
コ
ン

の
よ
く

効

い
た

室
内
と

室
外

の
温
度

差

の

激
し

い
場
所

を
何
回

を
往

復
す

る

と
、
急
激
な
温
度
差
に
よ
り
自
立

神
経

の
バ
ラ

ン
ス

が
乱

れ

て
、
体

は
気
温

の
変
化

に
う

ま
く
対

応
で

き
な
く

な
り
ま

す

。
こ

の

た
め
筋

肉

や
血

行

の
変

調
、
体

温
保

持

の

異
常

が
起
こ
り

、
手

・
足

・
腰

の

冷
え

、
だ
る

さ
、
頭
痛

、
め
ま

い
、

胃
腸
病

、
夏
風

邪

、
生
理
不

順

な

ど

の
症

状

が
出

て

き
ま
す

。

こ

れ
ら

の
症

状

は
長

時

間
冷
房

の
効

い
た
部
屋

に

い
た
り

、
冷
風

を
直
接

体
に
当

て
続

け
て

も
認

め

ら
れ
ま

す

。

冷
房
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

エ
ア
コ
ン
を
使
う
時
は
、
室
内

外

の
温
度
差
を
五
～
六
度
く
ら
い

ま
で
に
し
て
、
室
温
は
二
十
五
度

以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
長
時

間
エ
ア
コ
ン
を
か
け
放
じ
に
し
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま

た
、

エ
ア
コ

ン

の
効

い
た

部

屋

で

は
冷
気

の
吹

き
出
し

囗
よ

り

三

び
以

上
離

れ
、
薄
着

を
し

な

い
、

下

半
身

が
冷
え

な

い
よ
う

に
衣

類

で
調

節
し

、
外

か

ら
帰

っ
た
ら
汗

を
拭
き
取
る
と

い
っ
た
防
衛
策

も
必
要
で
す
。

高
齢
者
や
乳

幼
児
で
は
、
体

温
調
節
が
十
分

で
な
い
た
め
特

に
注
意
が
必
要

で
す
。

冷
房
病
に
か
か
っ
て
し
ま
つ

た
らぬ

る
め

の
お
風
呂

に

ゆ

っ
く

り

入
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
な
ど

し
て

血
行

を
改
善

す

る
と
良
く

、

冷
た

い
飲

み
物

や
食

べ
物

な

ど
、

体
を

冷

や
し

て
し

ま
弓
食

物
を

控

え

て

、
な

る

べ
く

温
か

い
食
事

を

摂
り

、
生
姜

や
ね

ぎ
を

適
量
入

れ

て
み

る

の
を
良

い
で
し

ょ
う

。

夏

は
疲

労
し

や
す

い
時
期

で

す
。

冷
房

病
に

か
か
ら

な

い
よ
う

に
注

意
し

、
快

適
に
過

ご
し

ま
し

ょ
う

。

（
松

戸
市

医

師
会

）

松戸市職員(消防職)を募集します

iＲ

試験の

区分

採用予

定人数
受験 資格

消防職
10人程

度

①昭和4ﾜ 年4月２日から昭和53 年4 月１日まで

に生まれた人で､ 大学を卒業または平成11年

度卒業見込みの人

②昭和49 年4 月２日から昭和55 年4月１日まで

に生まれた人で､ 短期大学もしく は高等専門

学校を卒業または平成11年度卒業見込みの人

③昭和引 年4月２日から昭和5ﾜ 年4月１日まで

に生まれた人で､ 高等学校を卒業または平成

11年度卒業見込みの人

８

月

は

「

道

路

を

守

る

月

間

」

で

す

道
路
の
大
切
さ
を
見
直
し
、
だ
れ
も
が
安
全
で
快
適
に
道
路

を
使
え
る
よ
う
心

掛
け
ま
し

ょ
う

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’・

暦

道
路
維
持
課
S
3
6
6・
7
3
5
8

今 年 は 国 際 高 齢 者 年

すべての世代のための社会をめざして

国際高齢者年記念・市民自主企画成人講座

「 第三の人生・輝いて生きる
～高齢者の自立、社会参加、自己実現をもとめて 」

期日 時間 会場 内 容 講 師

9/30

困
午
後＿ １

講 時

義30
と 分
質 Ｓ
疑 ３

‾
時

30
分

市
民
会
館

人間らし ＜生きるとは・

(国際高齢者年に考える～高齢者の

自立、自己実現、尊厳)

さ わやかちぱ県民プ

ラザ 所長

渥美省一氏

16/ i

鮒 ●

安心し て暮らせる まつどのまちに

(松戸市の高齢者自立支援計画)
市・民生局長

10/141

㈲

はつらつとした人生のために

(心と体の健康法)

市立病院診療局健康

管理室管理栄養士

10/21

㈲4

高 齢者 の生き がいと まち づ＜リ

(地域はあなたの出番を待っている)

社会福祉研究家

平沢文彦氏

対象市内在住の人　定員40 人( 抽選)　 費用無料

匣]9月９日(木)〔必着〕までに､ 往復ハガ半に住所・氏名・年齢・電話番号を記入

して 、〒2ﾜ1 ―0094 松戸市上矢切299 ―1 総合福祉会館内矢切公民館｢国際

高齢者年記念成人講座｣ 係0368 ―1214) へ

※定員に満たない場合は9 月10日銜から電話で受け付けます。

平 成

平成１０年度



介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
十
六
回

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て

羆
介
護
保
険
準
備
室
登
莇
・
７
３
？
０

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

要

介
護

認
定

を
受

け

た
後

、
実

際

に

「
ど

の
よ
う

に
し
て

サ

ー
ビ
ス
を

利
用

す

る
の
か
」

を
具

体

的
な
計
画

に

す
る
こ

と

が
必
要
と

な
り

、
こ

の

計
画

を
介

護
サ

ー

ビ
ス
計
画

（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）

と

い
い
ま

す
。

介
護

保
険
で

利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
と
し

て
は

、「
在
宅

サ

ー
ビ
ス
」

と

「
施
設

サ

ー
ビ
ス

」
が
あ
り
ま

す
（
下

記

「
サ

ー

ビ
ス
の
種

類
」
参

照
）
。

介
護

支
援
専

門
員

は
、
利

用
者

や

家

族

の
希
望

を
尊
重
し

、
在

宅
サ

ー

ビ
ス

の
中
か

ら
利
用

者
に

あ

っ
た

サ

ー
ビ

ス
を
組

み
合

わ
せ
て

介
護
サ

ー

ビ
ス
計

画
を
作

成
し

ま
す

。

こ

の
介
護

サ

ー
ビ
ス
計
画

の
も

と

川井敏久

市長発

消防団

で

サ
ー

ビ
ス

が
提
供

さ
れ

ま
す

。

介

護
サ

ー

ビ
ス
計
画

は

、
通
所

サ

ー
ビ
ス

の
利
用

希
望

が
高
く

、
通

所

サ

ー
ビ

ス
に
重

点
を

お

い
た

「
通

所

型
」
、
訪
問

サ

ー
ビ

ス
に
重

点
を

お

い

た

「
訪
問

型
」
、
痴

ほ
う

が
進

行
し

、

通

所
サ

ー
ビ

ス
の
利

用
に

重
点
を

お

い
た
「
痴

は
ケ

型
」
、
医
療

の
必
要

性

が
高

い

「
医
療

型
」

と
に

大
別

で
き

ま
す

。

下

記

は
、
「
要
支

援
」
「
要

介
護
３

」

「
要

介
護
５

」
そ
れ

ぞ
れ

の
「
訪
問

型
」

の
一

つ
の
例

で
す

の
で
、

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

※

各

サ

ー
ビ

ス

の

詳

細

な
内

容

に

つ

い
て

は

、

９

月
1
0
日

蚩

発

行

の

広

報

ま

つ

ど

介

護

保

険

制

度

特

集

号

を
ご

覧

く

だ

さ

い

。

今
年
も
市

内
各
地
で
夏
祭
り
が

盛
大
に
行

わ
れ
、
私
も
い
く
つ
か

の
会
場
に
伺

い
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
が
一
つ
に
な
っ
て
行
う
催

し
は
、
地
域
の
連
帯
を
深
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
防
災
と
い
う
観

県操法大会で最優秀賞 の両分団の皆さん

介

護

保

険

制

度

に

関

す

る

説

明

員

の

派

遣

に

つ

い

て

介
護

保
険
準

備
室

で
は

、
町
会

・

老
人
ク
ラ
ブ
・
各
種
団
体
等
が
開
催

す

る
勉

強
会

に
説
明

員
を
派

遣
し

、

介

護

保
険
制
度

の
普

及

・
啓

発

に
努

め
て

い
ま
す

。

主
催

者
側

か
ら
場

所
と

参
加

者
数

を
報
告

い
た

だ
け

れ

ば
、
い
つ
で
も

、

ど
こ

で
も
、
説
明

に
伺

い
ま

す

の
で
、

介

護

保
険
準

備
室
ま

で

お
申
し
込

み

く

だ

さ

い
。

要支援の例

＼ 月 火 水 本 金 土 日

缶

剛

訪問看護

月1回通所介護

または
通所リハ

ビリテー

ション

訪 問介 護

U;訪問介護

短期入所…6ヵ月に1週間

福祉用具貸与…歩行器

点
か
ら
も
大
変
に
意
義
深

い
も
の

と
思
っ
て

い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
例
に
も

見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
広
域
的
な

大
災
害
の
発
生
時
に
は
、
地
域
の

中
で
の
初
期
防
災
活
動

が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
災
害

発
生
直
後
は
、
常
備
の
消
防
力

だ

け
で
の
対
応
に
は
限
界

が
あ
り
、

日

ご
ろ
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て

い
る
消
防
団

の
担
う

役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
三
十
六
個
分

団
、
六
百
人
余
り

の
消
防
団
員
が

い
る
わ
け
で
す
が
、
昼
夜
を
問
わ

ず
火
災
現
場
に
出
動
す
る
な
ど
、

平
素
よ
り
地
域
住
民

の
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
て

い
ま

す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、
日
々
、

サ ー ビ ス の 種 類

在宅 サー ビ ス

Ｏ訪問介護 （ホー ムヘルプ ）

Ｏ訪問入浴介護

Ｏ訪問看護

Ｏ訪問 ・通所 （デイ ケア） リハビ リテ

ーション

Ｏ居宅療養管理指導

Ｏ通所介護 （デイ サービ ス）

Ｏ短期入所生活介護（ショートステイ）

Ｏ短期入所療養介護 （ショ ートステイ）

Ｏ痴ほう 対応型共同 生活介 護 （クルー

プ ホーム）

Ｏ特定施設入所者 生活介護

Ｏ福祉用具の貸与 ・購入費の支給

Ｏ住宅改修費の支給

施 設 サ ービ ス

Ｏ介護老人 福祉施設 （特別養護老人ホ

ーム）

Ｏ介護老人保 健施設

Ｏ介護療養型医療 施設

要介護3の例

月 火 水 木 金 土 日

午

前
通所介護

または

通所リハビリ

テーンヨン

通所介護

または

通所リハビリ

テーション

訪問看護 訪問介護
訪問介護

午

後

短期入所…6ヵ 月に3週間

福祉用具貸与…車いす・特殊寝台・マットレス

消

防

技
術

の
向

上

の

た
め

訓
練

に

励

ん
で

い
ま

す

。

そ

の
訓

練

の
成

果

を
競

う
場

と

し

て

、
操
法

大

会

が
あ
り

ま

す

が
、

先

ご
ろ
行

わ
れ
ま

し

た
千

葉
県

操

法

大

会

に
、

大
金

平

方
面

隊

第
二

十
分

団

と
ハ

ケ
崎

方
面

隊
第

十
四

分
団

が
東
葛

飾
支

部

九
市

二
町

の

代
表

と

し
て

出
場

し

ま
し

た

。

そ

の
結
果

、
第

二

十
分

団

は

ポ

ン

プ
車

操
法

の
部
で

、
第

十
四

分

団

は
小

型

ポ
ン

プ
操

法

の
部

で

そ

れ

ぞ

れ
見
事

に

最
優

秀

賞
を
受

賞

し

ま
し

た

。

さ
ら

に

、
個

人

の
部

に
お

い
て

も
三

人

の

方

が
、
最

優

秀
賞

に
輝

く

と

い
う

本
市

消
防

団

の
信

頼

を

高

め
る
快
挙

を
成
し
遂

げ
ま
し

た
。

ま
た

、
女

性

消
防

団

員

が
、

こ

の
十
月

に

横
浜

市
で

開

催

さ
れ

る

要 介護5 の例

＼ 月 火 、 水 木 金 土 日

午

前

訪問介護（巡回型）

訪問看護 訪問看護

訪問介護（滞在型） ………。。

午

後

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

訪問介護（巡回型）　　 、，

短期入所…6ヵ月に6週間

福祉用具貸与…特殊寝台・マットレ ス・エアーパッド

全
国
婦
人
消
防
操
法
大
会
に
千
葉

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
た
め
、

猛
暑
の
中
、
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、

本
市
消
防
団
の
活
躍
は
地
域
防
災

の
充
実
に
大
変
心
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
活
躍
は
、
団
員
の
皆

さ
ん
の
厳
し

い
訓
練
の
成
果
で
あ

り
ま
す
が
、
陰
で
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
い
て

い
る
家
族
の
皆
さ
ん

に
あ
ら
た
め
て
厚
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

八
月
二
十
七
日
に
は
、
市
内
六

会
場
で
地
域
に
密
着
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

「
災
害
死
亡
者
ゼ
ロ
」
と

い
う

高
い
目
標
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

８
月
1
3
日

現
在

、
約
二

億
五
千

万

円

分

の
地
域

振
興

券

が
使

用

さ
れ
て

い
ま
せ

ん

。

地

域
振

興
券

の
使
用
期

限

は
９
月

1
9日

㈲
ま

で
で
す

。
お
手

持
ち

の
地

域
振

興
券

は
、
お

早
め

に
ご
使

用
く

だ

さ
い

。

な
お
、

次
に
該

当
す

る
人

は
地
域

振
興

券

推
進
本

部
へ

ご
連
絡

く
だ

さ

い
。

．Ｏ
平

成
1
1
年
１
月

１
日

現
在

、
満
十

五
歳

以
下

の
お
子

さ

ん
が

い
る
世
帯

主

で
、

転
入

・
転
居

な
ど

の
た
め

ま

だ
地

域
振

興
券

を
受

け
取

っ
て

い
な

い
人

Ｏ
地
域

振
興
券

の
対

象
ど
思

わ

れ
る

人
（
特
に
、
平
成
1
1
年
１
月
１
日
現

在

六
十
五

歳
以

上
で

、
平
成
1
0
年

１

月

２
日
以

降

転
入

さ
れ
た
人

）
で

、

ま
だ
申
請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

圃

地
域

振
興

券
推

進
本

部

登
3
6
6
・
２

消
防
大
会

優
勝
の
汗

か
が
や
か
す

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、 市 長 室 直 通 の フ ァ ッ ク ス と 、市 長 専

用 の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せく だ さ い( で き れ ば 、連

絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。.

FAX 366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(7月末現在の受信件数)ファックス571件､メール140f牛

このまちに人権文化を

築くために

松
戸
市

は

、
昨
年
４

月

か
ら
始

ま

っ
た
新
し

い
総
合

計
画

で

「
人

権

が
尊
重
さ

れ
す

べ
て

の
人

が
安

心
し

て
暮
ら
せ

る
ま

ち
」

を
基
本

理
念

の
一

つ
に
掲

げ
、
市

民
の
だ

れ
も

が
か
け

が
え

の
な

い
人
間
と

し
て

尊
重

さ
れ
、
生

き
生

き
と
生

活
で

き

る
地

域
社
会

の
実

現
を
目

指
し

て
、

さ
ま
ざ
ま

な
取

り
組
み

を
行

っ
て

い
ま
す

。

平

成
９
年

２
月

に
は
、「
こ

の
ま

ち
に

人
権
文

化
を

築
ぐ
た

め
に
」

を
副

題
と

す
る

「
松

戸
市

人
権

施

策

に
関
す

る
基
本

万
針
」

を
策
定

し
ま

し
た

が
、
こ

の
基
本

方
針

で

は

、
す

べ
て
の
人
権

問
題

に
共

通

し

て
取
り

組
む
事
項

と
し

て

「
人

権
行
政
の
確
率
」
「
人
権
啓
発
・
教

育
の
確
率
」
「
相
談
・
支
援
体
制
の

確
率
」
の
三
つ
を
掲
げ
、
ま
た
当

面
取

り
組

む

べ
き
主
要

な
個
別

課

題

と
し

て
「
性

差
別

の
問
題
≒

子

ど
も
の
問

題
」
「
高

齢
者

の
問
題
」

「
障

害
者

の
問
題
」
「
同

和
問

題
」

「
外

国
籍
市

民
の
問

題
」
「
特

定
疾

病
患
者

の
問
題
」

の
七

つ
を
挙

げ

て

い
ま

す
。

そ
し

て
、
人

権
施
策

の
推

進
の

た
め
に
「
推

進
体
制

の
確
立
二

行

聆
計

画

の
策
定

」「
市

民
と

の
協
働

体
制
の
構
築
」
の
三
つ
を
掲
げ
、

平

成
９

年
４
月

、
人
権

施
策

の
総

合
調
整
を
行
う
人
権
担
当
を
市
民

相
談
室

と
教
育
委

員
会

企
画

調
整

室
に
置

い
た

ほ
か
、
1
0
年
２

月
に

は
市
役

所
内

部
の
人
権

施

策
推
進

組
織
と

し
て
市

長
を

本
部
長

と
す

る
松
戸

市
人
権

施
策

推
進
本

部
を

設
置
し

ま
し

た
。

ま

た
昨
年

は
、
1
2
月
1
0日

の
人

権

デ
ー
に
人
権

尊
重

の
理

念
を
全

市
的

に
広

め
る
た

め
、
世
界

人
権

(国連の人権のロゴマーク)

Ｎ０.２０

人 権 施 策 推 進 に 係 る 指 針

問 い合 わ せ

市 民 相 談 室 人 権 担 当c366 ―7319

教 育 委 員 会 企 画 調 整 室 人 権 担 当

s  366-7455

宣

言
五
十
周

年
を
記

念
し

て

「
人

権
尊

重
都
市

宣
言

」
を
行

い
ま

し

た

。
同
時
に

、
市

民
と

の
協
働

体

制

の
構
築

の
一
環

と
し

て
、
松

戸

駅
東

西
自
由

通

路
に
、
市

民

の
人

権

情
報

の
発

信

を
支
援

す

る
た

め

の
人
権
情
報

コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

本
年

５
月

か
ら

一
般
利

用
に
供

し

て

い
ま
す

。

現
在
は
、
体
系
的
か
つ
具
体
的

な
人
権
施
策
を
推
進
干
る
た
め
に
、

課

題
別
に
目

標

を
定

め
た
具
体

的

な
施

策

で
あ

る
行

動
計

画

の
策

定

を
目

指
し

て

い
ま
す

。
こ

れ
ま
で

「
男
女

共
同

参
画

プ
ラ
ン

」
や
「
こ

ど

も
育
成

計
画

」

の
よ
う
に

既
に

人

権
尊

重
の
視

点
を

盛
り
込

ん
で

ス

タ

ー
ト
し
て

い
る
行

動
計
画

も

あ

り
ま

す

が
、

課
題
分

野

に
よ

っ

て

は
策

定

が
進

ん
で

い
な

い
も

の

も

あ
り

ま
す

。

そ
こ

で
、
世

界
人

権
宣
言

を

は

じ
め
と

す
る

わ
が
国

が
批
准

し
た

国

際
条

約

や
先

月
末

に
行

わ
れ
た

人

権
擁

護
推

進
審
議

会
笞

甲
等

の

各
種
答
申
に
う
た
わ
れ
て
い
る
人

権

尊
重

の
理

念
を
踏

ま
え

、
行
動

計

画
策

定

の
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
と

で

も

い
う

べ
き

「
人
権

施
策

推
進

に

係

る
指

針
」

を
策
定

し
ま

す

。
こ

の
指
針

で

は
、
個
別

分
野

の
施

策

の
ほ
か
に
重
否
施

策
や
達
成
時
期

、

評

価

シ
ス

テ
ム
の
導

入
を

視
野

に

入

れ

て

い
ま

す

が
、
市
民

の
皆

さ

ん
の
意

見
を
反

映
し

た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

広
報

ま

つ
ど
９
月

５
日

号

（
同

時
に
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ン
）
で
素
案
の
概
略
を
公
表

し
ま

す
の

で
、

ご
意
見

を
お
寄

せ

く
だ

さ

い
。

地
域
振
興
券
の

使
用
期
限
は

９
月
1
9日
ま
で
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忘れてまいせんか、災害の恐ろしさ

8｡月27日鵆6会場で松戸市総合防災訓 練
東
葛

飾
地

域
の
直
下
に
マ

グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七

・
二
（

震
度
七

）
の
地
震
が
発
生

し
た
と
の

想
定
で
、
松

戸
市
総
合
防

災
訓
練
を
８

月
2
7日

蚩
午

前
９

時

か
ら

行
い
ま
す

。

今
回
は

、
平
成
７

年
の

阪
神
・
淡

路
大

震
災
を
契

機
に
改
定
し

た
「
松
戸
市
地

域
防
災
計
画

」
に
基

づ

き

、
災

害
対
策
本
部
と
地
域

対
策
本
部

を
設
置
し

、
市
内
六
会

場
で
地
域
に

密
着
し
た
訓

練
を
行
い

ま
す

。

麺

防
災
対
策

室

容
3
6
6
・
7
3
0
9

被
害
を

最
小

限
に
抑

え

る
た
め

、

災

害
発

生

時

に
迅

速

な

初
動

体

制

を
確

立

１
。

市
役
所
に
災

害
対

策
本
部
を

設
置市

内
の
被
害
状
況
等
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
地
域
防
災
無
線

へ
下
図

備
え
は
万
全
で
す
か

２
。
地
域
対
策
本

部
を
設
置
し
、

詳
細
な
状
況
を
把
握
し
て

、
災
害

に
対

応
し
ま
す

今
年
は
、
四
ヵ
所
の
地
域
対
策
本

部
を
設
置
し
ま
す
。
担
当
管
内
の
よ

り
詳
細
な
情
報
収
集
に
よ
っ
て
、
的

確
な
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

①

不
庁
第
二
地
域
対
策
本
部
（
古
ケ

崎
市
民
セ
ン
タ
古

本
庁
管
内
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の

西
側
の
地
域
を
所
管
し
ま
す
。
訓
練

会
場
は
、
中
部
小
学
校
お
よ
び
古
ケ

崎
中
学
校
で
す
。

②
小
金
原
地
域
対
策
本
部
（
小
金
原

支
所

お
よ

び
小

金
原
市
民

セ
ン
タ

ー
）

中部小学校(松戸2062) 松飛台小学校(初富飛地3の15)●初期消火訓練
中部小学校、松飛台小学佼付近で地震によ

る火災が多発しているものの、道路等の損

壊等により消防隊が現場に向かえないとの

想定で 、参加住民全員でバケツリレーによ

る初期消火訓練を行います。

「
防

災

は

、

倒壊した家屋からの救助訓練

古ヶ崎中学校（古ヶ畸2引5の1）●応急救護訓練

小

金
原
支
所
管
内

を
所
管
し
ま
す
。

訓
練

会
場

は
、
貝

の
花
小
学

校

お
よ

び

根
木
内
小

学
校
で
す

。

③
六
実
地
域
対
策
本
部
（
六
実
支
所

お
よ
び
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
）

六
実
支
所
管
内
を
所
管
し
ま
す
。

訓
練
会
場
は
、
六
実
小
学

校
で
す
。

④
常
盤
平
地
域
対
策
本
部
（
常
盤
平

支
所
お
よ
び
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
古

常
盤
平
支
所
管

内
の
う
ち
、
今
年

度
は
五
香
六
実
の
一
部
を
所
管
し
ま

す
。
訓
練
会
場
は
、
松
飛
台
小
学
校

で
す
。

「
松

戸
市

地
域

防
災

計
画

」
に

基

づ
き
六
会
場
で
防
狠
訓
練

１
．

災
害
対
応
訓
練
（
訓
練
時
間
午

前
９
時
4
5分
～
1
0時
1
5分
）

地
震
直
後
の
対
応
と
し
て
の
初
期

消
火
・
応
急
救
護

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧
・
救
出
救
護

・
火
災
防
御
等
の

訓
練
を
行

い
ま
す

（
次

ペ
ー
ジ
を
参

照
）
。
　
　
　
　
　
　

（

２
。

収

容

避

難

所

体

験

訓

練
（
訓

練

時
間
午
前
1
0
時
1
5分
工
1
1
1
1

時
3
0分
）

地
震
に
よ
っ
て
家
屋
等
が
被
害
を

受
け
、
町
会
・
自
治
会
単
位
で
収
容

避
難
所
（
学
校
等
）
に
避
難
し
て
き

た
と
の
想
定
で
、
収
容
避
難
所
体
験

訓
練
（
①
～
⑩
）
を
、
す
べ
て
の
訓

練
会
場
の
体
育
館
等
に
お
い
て
行
い

ま
す
。

こ

の
訓
練
は
、
町
会
・
自
治
会
単

位
で
参
加
す
る
訓
練
で
す
が
、
個
人

で
の
見
学
は
自
由
で
す
。

①
名
簿
作
成
訓
練

―
学
校
に
避
難
し

て
き
た
人
を
把
握
す
る
た
め
に
、
町

災害発生時の医療救護体制を確保し 、速

やかな救護活動の検証を行います。

多数の負傷者が出たとの想定で、古ケ崎

中学校に応急救護所を設置。地域の医師等

が駆けつけ救護活動を行います。

負傷者をバスで古ケ崎中学校へ搬送し 、

日

ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
」

地
震
大
国
の
日
本
。
近
年
は
、
南
関
東
地
域
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発
生
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。

家 具 が 凶 器 に ！　　　　　　　 ……　 ……

阪神・淡路大震災では、約6割の家で家具が転倒・散乱し、

逃げ遅 れたりヶガを負った人がたくさんいました。地震が起

きる前に、安全対策として家具を固定しておきましょう。

食器棚・冷蔵庫

Ｏ壁や柱にL字金具(冷蔵庫には専用

の金具)で固定。

○開き戸には止め金具を付ける。

○中の食器はタオル等を敷いて、滑

り止めの工夫をする。

テレビ・ピアノ

Ｏなるべく低い位置に固定する。

Ｏテレビやピアノの上に金魚鉢や花瓶

などは置かない。

タンス・本棚

○壁や柱にL字金具で固定。

○横木を渡して補強をする。

○なるべく壁面に付けて、支え棒で固定する。

○2段重ねの家具は、平行金具等で固定する。

照明機具・ガラス窓

○つり下げ式よりも天井や壁への直接

取り付け式の方が安全性が高い。

○窓ガラスは飛散防止フィルム等を張

る。

医師によるトリアージ（傷病者の選別）、応急手当て等を行った後、ヘリコプター

（自衛隊）、タクシー（協定による出動）により、後方医療機関へ搬送します。

● ラ イ フ ラ イ ン 復 旧 訓 練　 六実小学校（六高台4の131)

わｶ稼のチェック表

会
・
自
治
会
単
位
で
名
簿
を
作
成
し

ま
す
。

②
情
報
伝
達
訓
練
＝
避
難
し
て
い
る

人
や
地
域
の
被
害
の
状
況
等
を
べ
二

ヤ
板
を
使
っ
て
伝
達
し
ま
す
。

③
浄
水
機
訓
練
＝
学
校
の
プ
ー
ル
の

水
か
ら
海
氷

機
で
飲
料
水
を
つ
く
り

ま
す
。

④
飲
料
水
受

領
搬
送
訓
練
＝
浄
水
機

で
つ
く
っ
た
飲
料
水
を
ポ
リ
タ
ン
ク

に
入
れ
て
必
要
な
場
所
に
搬
送
し
ま

す
。

⑤

か
ま

ど
訓
練

＝
軽
量

ブ
ロ

ッ

ク
で
筒
単

な

か

ま

ど
を

作
り
、

や
か
ん
で

お
湯

を

沸
か
し

ま
す

。

㈲
収

容
ス
ペ

ー
ス
割

り
振

り
訓

練

＝

体
育
館
内
で
一
人
当
た
り
の
割
ひ
当

て

ス

ペ
ー
ス

を
テ

ー
プ
を

使
用
し

て

区

割
り

し
ま

す
。

⑦
簡
易
ト
イ
レ
組
み
立
て
訓
練
＝
段

ボ

ー
ル

製

の
小

型
で

軽
量

の
ト
イ

レ

を
組
み

立
て

ま
す

。

⑧
照
明
器
具
組
み
立
て
訓
練
＝
発
電

機

・
投

光
機

を
実
際

に
操

作
し

て
、

照
明

の
確
保

を
し
ま

す

。

⑨
応
急
物
資
等
受
領
搬
送
仕
分
け
訓

練

＝
避
難
所

に
ト

ラ
ッ

ク
で
運

ば
れ

て
く

る
各
種

物
資

の
受

領

と
仕
分

け

を
行

い
ま
す

。

⑩
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
受

け
入

れ
訓

練

＝

避
難
所

に
駆

け
っ

け
た

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

の
登
録
お

よ

び
活

動

の
指
示

を
し

ま
す

。

情
報
の
伝
達

・
収
集
を
、
素
早
く
的
確
に
Ｉ
・

災
害
対
策
本
部
（
市
役
所
）
を

中
心
に

、
防

災
関
係
機
関
（
消

防

・
警
察

）
と
地
域
の
状
況

を

的
確
に
把
握
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン

を
守

る
関

係

機

関

等

（
電

地域防災無線とは？(図1)

非常電源の確保､非常通信回線等の設置、

ガスの供給停止・復旧ならびに広報活動 、

水道の仮設給水等を各機関が行います。

また、六実小学校に設置（平成10 年度4

月）した耐震性井戸付貯水槽の水を使った

初期消火訓練を行います。

災 害 に 対 する 心 構え で 大 切 な の

は、「自 分の身 は自 分で 守る」と いう

こ とで す。その ため に 日ごろ から

安全対 策をし たり、非 常時の 持ち出

し 品を備え ておきま しょう。

気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
）
と
の

密
接
な

連
絡
網
を
結
び
、
迅
速

な
対
応

を
行

う
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ

ー
ク
で
す
。

貝の花小学校（小金原8の10）●救出救護訓練

被災した車両に閉じ込められた負傷者の

救出や地震により倒壊した建物からの救出

活動を陸上自衛隊・消防隊（災害特殊工作

車を使用）・消防団・住民（地域防災リーダ

ーおよび防災協力員）がそれぞれ行います。

根木内小学校（小金原2の3）●火災防御訓練
地震により根木内小学校付近で発生した

火災は、道路などの障害により消防車両の

到着が遅れ、また、水道管等にも被害が発

生し消火栓が使えなくなったとの想定で 、

地域防災リーダー・地域防災協力員による

訓練用水消火器を使用しての初期消火 、地

区の婦人防火クラブによる軽可搬ポンプを使用しての消火活動、消防隊・消防団に

よる遠距離中継送水による消火訓練を行います。

日ごろ からでき る安全対 策

ﾁｪｯｸ 項 目

避難場所と避難方法の確認

家族が離れたときの連絡方法と集合場所

非常持ち出し品の点検と置場の確認

地震が起きたときの役割を確認

家の耐震診断（ブロック塀も 含む）

家具類は転倒防止器具などで固定

家具の上には重いものを置かない

出火防止の徹底（耐震自動消火装置付き

器具の使用や 、火の周りには燃えやすい

物は置かないなど）

窓ガラスなど透明フィルムで飛散防止

ベランダや通路には物を置かない

非常用水のくみ置き

こ れだけは準備しておきたい

非常持ち出し品

ﾁｪｯｸ 非 常 食

水（1日1人3l)

乾パン

缶詰類( 缶切り)

ビスケット

チョコレート

チーズなど

チェ

ック

救急セット

包帯

ガーゼ

ばんそうこう

ハサミ

家庭常備薬

ﾁｪｯｸ 衣 類 等

セーター・ジャン パー

毛布

下着類

タオル・石けん

軍手・厚手のゴム手袋

雨具

ﾁｪｯｸ そ の 他

現金・貯金通帳・印鑑・証書類

懐中電灯・電池

ろうそく・マッチ・ライター

携帯コンロ・燃料

トランジスタラジオ

防災ずきん・ヘルメット

ミルク･ ほ乳びん･おむつ･おんぶひも

サラシ1反

防水ビニールシート・簡易式トイレ

松

戸

市

男

女

共

同

参

画

推
進

協

議
会

を

開

催

①
８
月
３
日
㈲
午
後
７
時
～
９
時

内
容
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
市
民

の
役
割
に
つ
い
て

②
９
月
2
7日
側
午
後
３
時
～
５
時

内
容
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
市
民

の
役
割
お
よ
び
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
に

つ
い
て

会
場
①
②
と
も
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
ま
つ
ど

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

用
各
開
催
日
ま
で
に
電
話
で
、
女
性

セ
ン
タ

■
8
7
7
8
へ

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

相

談

と

市

民

講

座８
月
2
8
日
出
吊
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

何
で
も
相
談
＝
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時

匂
市
民

講
座

「
リ

フ
ォ

ー
ム

の
ポ

イ

ン
ト
と

バ
リ

ア

フ
リ

ー
住
宅

」

＝

午
後

２

時
～
３

時

会

場
新
松

戸
市

民

セ
ン

タ
ー
　

講
師

松
戸

住
宅

リ

フ

ォ
ー
ム
相
談
員
費
用
無
料

圃

当
日

会
場

で

類
松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
協

議

会

（
住
宅
課
内

）

容
屁
・
７
３

６

福

祉

カ

ー

貸

出
事

業

を

開

始

1
0月
１
日
脂
か
ら
心
身
障
害
者
や

高
齢
者
が
通
院
等
で
利
用
で
き
る
、

リ
フ
ト
付
き
自
動

車
の
貸
し
出
し
を

し
ま
す
。

対
象
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
・
二

級

の
人

、
三

級

の
肢
体
不

目
由

の
人

、

療
育
手
帳
の
重
度
の
人
お
よ
び
寝
た

き
り
才
老
人
申
請
方
法
使
用
希
望
日

の
三
十
日
か
ら
七
日
前
ま
で
に
、
直

接
市
社
命
福
祉
協
議
会
窓
口
へ
　
費

用
無
料
（
ガ
ソ
リ
ン
使
用
分
を
補
給

し
て
返
却
）

※
電
話
で
予
約
可

※
運
転
者
は
、
利
用
者
側
で
確
保
し

て
く
だ
さ
い
（
普
通
免
許
で
運
転

で
き
ま
す
）
。

醫
㈹
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

容
沺

・

Ｏ

ｒ
ａ

０

３

敬
老

祝

金

・
千

葉
県

高

齢

者

祝

品

を
贈

呈

し

ま

す

①
敬

老

祝

金

平
成
1
1年
度
中
（
平
成
1
1年
４
月

１
日
～
平
成
1
2年
３
月
3
1日
）
に
満

七
十
七
歳
、
満
八
十
八
歳
、
満
九
十

対
象
お
よ
び
金
額
…
平
成
1
1
年
４

月

１
日

現
在

、
市

内
に
居
住
し

、
住

民
登

録

・
外

国
人

登
録
を
し

て

い
る

人
。
対
象
と
な
る
誕
生
日
お
よ
び
贈

呈

金

額
は
次

の
と

お
り
で

す
。

・
満
七
十
七
歳
（
喜
寿
）
（
大
正
1
1
年

４
月

２
日

～
大

止
1
9一年
４

月
１
日

生

ま

れ
）
　一
万

円

・
満

八
十

八
歳
（
米

寿
）（
明
治
4
4
年

４

月
２
日

～
明

治
4
5年

４
月
１

日
生

ま

れ
）
二
万

円

・
満

九
十

九
歳
（
白
寿

）（
明
治
3
3
年

４

月
２

日
～
明

治
3
4
年
４
月

１
日

生

市

民

交

通

傷

害

保

険

「
一
日
一
円
の
保
険
」
で
お
な
じ

み

の
交
通

傷
害
保

険

の
受

け
付
け

が

９
月

１
日

團
か
ら

始
ま
り

ま
す

。
家

族

そ
ろ

っ
て
加
入

し
ま

し
ょ
う

。

加
入
で
き
る
人
：
市
内
に
居
住
し
、

住

民
登

録
ま
た

は
外
国

人
登

録
を
し

て

い
る
人
。
市

内

の
事
業

所

に
勤
務

し

て

い
る
人

保
険
料
：
一
人
一
口
に
限
り
、
年

額
三
百

六
十
円

（
中

途
加
入

は
月
割

り
三

十
円
）

平成11年度市民交通傷害保険出張受付日程表

納

期
内

の

納

付

に

ご

協
力

を

８
月
3
1日
㈹
は
市
県
民
税
（
第
二

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

琵
収
納
課
管
理
係
雲
鰯
・
7
3
9
6

建

築

物
防

災

週

間

中

、
防

災

査

察

を

行

い

ま
す

８
月
3
0
日
丱
～
９
月
５
日
㈲
は
建

築
物
防
災
週
間
で
す
。

期
間
中
、
市
で
は
病
院
・
デ
パ
ー

ト

ー
ホ
テ
ル
・
学
校
等
の
特
殊
建
築

物
を
対
象
に
、
防
災
査
察
や
建
築
物

の
窓
ガ
ラ
ス
・
外
壁
等
の
落
下
物
調

査
を
行
い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圜
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

登
鰯
・

7
3
6
8
へ

※
自
宅

の
平
面

図
（
間
取

り
図

）
等

を

必
ず

ご
持
参

く

だ
さ

い
。

※
次
回

は
本

庁

・
新

松
戸

・
矢
切

地

区

を
予

定
し
て

い
ま
す

。

圉

電

話
で
建

築
指
導

課
構

造
設
備

係

容
郢
・
7
3
6
8

へ

市

立

保

育

所

臨

時

職

員

（
保

育

士

）

を

募

集

募

集

人
数

若
千

名

対

象
保
育

士

（
保

母
）
資

格

が
あ
る
人
　

勤

務
時
間

月
～
金

曜
日

＝
午
前

９
時

～
午

後
４

時

、
土
曜
日

＝
午
前

９
時

～
午

後
０

時
3
0
分
　
申
込
期
限
９
月
３
日
窗

圜

保
育

課
指
導

係

昔
沺
・
7
3
5
1

「

歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防

災
行

政
用
鉦｛
線
局
で

放

送
し
て

い
る
「
歌

の
街
」

の
放
送

時
間

が

、

９
月

１
日
團

～
1
0月
3
1
日

㈲

の
間

、

午
後

５
時

に
な

り
ま
す

。

圜

防
災

対
策

室

昔
鰯
・
7
3
0
9

ま

れ
）
三
万

円

・
満
百

歳
以

上
（
明

治
3
3年

４
月

１

日

以
前

生
ま

れ
）
五
万

円

お
渡

し
方

法
・：
９

月
1
4日

向
に
指

定

口
座

に
振
込

み
ま

す
。

な

お
、
口

座
振
込

の
方

法

が
と

れ

な

い
人

に

は
、
別
途

、
通
知

し
ま

す
。

②
千

葉

県

高

齢

者

祝

品

「
敬

老
の
日

・
老

人
保

健
福
祉

週

間
」

に
合

わ
せ

、
高

齢
者

祝
品

を
贈

呈
し

ま

す
。

対

象

者
…
明

治
4
4
年
４
月

１
日

か

ら
明

治
4
5
年
３

月
3
1
日
ま

で
の
間

に

生
ま

れ
た
人
で

、
平

成
Ｈ

年
９
月
1
5

日

現
在

、
千

葉
県

に
居

住
す
る
人

※
平

成
1
1年

度
中

に
満

八
十

八
歳
に

な

る
人

贈
答
品
：
袖
な
し
は
ん
て
ん

お

渡
し
方

法
…
９

月
1
5
日

例
ま
で

に

、
民
生

委
員

が
伺

い
、

お
渡
し
し

ま
す

。

黷

な
が

い
き
課

整
備
係

昔
屁
・
７
３

保
健
期
間
二
半
成
Ｈ
年
1
0
月
１
日

窗
～

平
成
1
2
年
９

月

丿
日
出

対
象
と
な
る
事
故
…
自
動
車
・
オ

ー
ト

バ
イ

・
自

転
車

・
電
車

な

ど
に

関

連
し

た
事
故

で
、

国
内
で

発
生

し

た

事
故

（
航
空

機

・
船
舶

事
故

は
除

く

）

匣

保

険
料

を
持

っ
て
安

全
課

・
市
民

課

・
各

支
所

ま
た

は
出
張
受

付

会
場

（
左
表
）

へ

圜

安
全
課

庶
務

係
｛
一一
鰯
・
7
3
4
1

期日 時間 会　　場

9/ 6(H)

午
＿ 後
９　１
月 時

1030
日 分
廊 Ｓ
は ３
午 時

前30
10 分

時Ｓ

午
後
２
時
X-/

あさひ幼稚園・五香公会堂

糾 六実集会所

衂 高塚住宅管理事務所

衂
大金平消防署・小金北市民セン

ター

10㈲ 市立病院

1絎 伊勢丹松戸店

14㈲ 八ヶ崎会館

1衂 小山集会所

17窗 八柱市民センタ一・牧の原栴檀
（せんだん）幼稚園

2圜） 稔台市民センター

21㈹
馬橋市民センター 一馬橋東市民
センター

22㈲ さかえ幼稚園

24銜 松戸駅東西連絡通路

2頸） みどり幼稚園・明市民センター

2毓 矢切幼稚園

2衂 松戸駅東西連絡通路

※雨天の場合､会場により中止する場合があります。

地震直後の対応として、各会場で

‾ド記の訓練を行います。

訓練時間は、午前9時45 分から10

時15分までです。

１
参

照
）

や
ヘ
リ

コ

プ
タ

ー
（
民
間

協

定
に
よ

る
出
動
）

を
使
用

し
て

情
報

を
収

集
し

、
集
計

、

後
方

支
援

、
全
体

調
整

お
よ

び
各

機

関
と

の
折

衝
に

あ

た
け

ま
す

。

ｊ

皆さんの見学をお待ちしています。

災害対応訓練

九

歳
に

な
ら
れ

る
人
ま

た

は
満
百

歳
以

上

の
人

に
敬
意

を
表
し

、
敬
老

祝

金
を
お

贈
り
し

ま
す
。

自

宅

の

健

康

診

断

９
月
９

日
困

午
前

伯一
時
～

午
後
４

時
会
場
小
金
原
市

民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

木
造
住
宅
の
簡
易
耐

震
診
断
・
補
強
方
法

の
相
談
　
費
用
無
料

消
防
署

鉄
道
・
バ
ス

ガ
ス
会
社

電力会社

学校

水

道

－

市民センター

－

病

院

保育所

電
話
局

自 衛 隊

警察署
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保

育

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

９

月
2
2
日
水

・
2
9日

水
、
1
0
月
４

日
囲

・
1
3日

水

・
1
8日

囲
〔
全
五

回
〕

午
前

９
時
3
0
分

～
午
後

４
時

会

場

柏
市
中
央
公
民
館
　
対
象
子
育
て
経

験
を
持
つ
中
高
年
の
主
婦
等
で
、
全

回
受

講

で
き
、

終
了
後

保
育

サ

ポ
ー

タ
ー
と
し

て
活

動
で

き
る
人

定

員

先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

圃

９
月

１
日

水
～
７

日
㈹

王

・
日

曜

日
を

除
く
）

午
前

９
時
～

午
後
４

時
3
0分

の
間

に
、
電

話
ま

た
は

フ

ァ

ッ
ク
ス

で
、
諸
2
1
世
紀

職
業

財
団
千

葉
事
務

所
�
0
4
3・
2
2
5・
５

９
５
９

、

副
0
4
3
・
2
2
5・
２
０
８

０

へ

博

物

館

講

座
「

紀

行

文

を

読

む

」

９
月

１
日

～
1
0月
2
7
日

の
隔

週
水

曜

日

〔
全
五

回
〕

午
後
６

時
3
0
分
～

８

時
3
0
分

会
場

市
民
劇

場

内
容

近
世

の
紀

行
文
を

読
み

な

が
ら

民
俗

文
化

を
考
え

る
　

講

師
博

物
館

学
芸

員

対

象

高
校
生

以
上

の
人

定

員

先
着
三
十
人
　
費
用
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代

は
実
費

）

軍
８

月
2
5
日
水
午

前
1
0
時
か
ら
、
電

話
で

市
立
博

物
館
「
紀
行

文
を
読

む
」

係
1
3
8
4・
８

２
７

２

へ

‐
.
;
　”
i
l
　
=
1‘

j
 
2
　
　
　
　
Q
：

ご

ｆ
’
　
　

［

：

’

才

ｊ

〈
ｎ

μ

ぶ

幡

召

一
ｙ

・
Ｅ

市

民

大

学

講

座

（
人

権

）
「

明

治

維

新

後

遺

症

と

し

て

の

日

本

人

」

９

月

１
１
日

～
1
0
月

２
日

の

毎

週

土

曜

日

〔
全

四

回

〕

午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

部

落

差

別

と

日

本

人

・

障

害

者

差

別

と

日

率

人

・
女

性

差

別

と

日

本

人

・
明

治

維

新

後

遺

症

と

し

て

の

日

本

人
　

講

師

千

葉

県

人

権

啓

発

セ

ン

タ

ー

理

事

・
鎌

田

行

平

氏

定
員
先
着
二
十
人
費
用
無
料

巫

電

話

で

矢

切

公

民

館

�
3
6
8・
１

２

１

４

へ

女

性

プ
ロ

に

よ

る

ダ
ン

ス

講

習

会
８
月
2
7日
～
９
月
2
4日
の
毎
週
金

曜
日

〔
金
五
回
〕
午
後
６
時
～
７
時

会
場
二
十
世

紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ワ
ル
ツ
　
対
象
初
心
者
　
費
用

二
千
五
百
円

琵

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご
・
長
峰

�

3
6
5
・
８
４
９
０

（
夜
間
の
み
）

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

1
0月
2
1
日

水
午
後

１

時
～
2
2
日
原

午
後
１
時
〔
一
泊
二
日
〕
　
会
場
国

民
年

金
保
養

セ
ン

タ
ー
「
そ

と

ぼ
う

」

（
夷
隅
郡
岬

町
）
　
内

容
年

金
・
教
養

・
健
康

・
趣
味
講

座
、

健
康

ご
年
金

相
談

対
象
二

十
歳

以
上

の
人

定

員
六
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
九
千
円

座
９

月
2
4
日

次
ま

で
に

、
ハ
ガ
キ

に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性
別

・
電

話

番

号

・
　「
生

き

が

い
講

座
希

望
」

と

記
入

し
て

、

〒
2
6
0
－

８
６

９
１

千

葉

市
中
央
区
市
場
町
一
の
一
千
葉
県
社

会
部
国

民
年

金

課
生
き

が

い
講
座

事

務
局

（
�
0
4
3・
2
2
3・
２

３
８
２

）

へ

松

の

実

の

会

ゆ

び

編

み

講

座

９
月

２
日

困
Ｔ
1
6
日

水
午

前
1
0
時

～
正

午

会
場

市
社
会

福
祉

協

議
会

内
容
小

物

集
　

対

象

障
害
者

ま
た

は

六
十
五

歳
以

上
の
人
　

定
員

先

着

三

十
人
費
用
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）

鼓

潮
田
�
3
8
5・
９
３
９

１

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

９

月
７

日
～
2
8
日

の
毎
週

火
曜

日

〔
全

四

回
〕

午

後

７

時
3
0
分

～

９

時

会

場
常

盤
平

市
民

セ
ン

タ

ー
　
内

容

ワ
ル
ツ
・
ジ
ル
バ
　
費
用
千
円

※
革
靴
を

着
用
し

て
く

だ

さ
い

。

暦

松

戸
青
年

社
交

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

∴
秘
本
�
3
4
5・
０

０
７

６

青

年

講

座

「

楽

し

く

学

ぼ

う

！

中

国

語

」

９
月
2
2
目
～
1
2
月
2
2
目

の
毎
週

水

曜
日
〔
祝
日

を

除
く

、
全

十
三

回
〕
午

後

７
時
～

８
時
3
0
分

会

場
市
民

劇

場
内
容
初
歩
か
ら
中
国
語
を
楽
し

’
く
学
ぶ
　
謹
師
千
葉
大
大
学
院
生
・

徐
瀟
紅
氏
　
対
象
十
六
歳
以
上
三
十

歳

未
満

の
人

定
員
先

着
三

十
人

費
用
手
五
百
円
（
教
材
費
）

軍

電

話
で
青

少
年

会
館
�
3
4
4・
８

５

５

６

へ

青

少

年

教

室

・

敬

老

の

日

に

贈

ろ

う

・

手

作

り

ク

ッ

キ

ー

教

室

９
月
1
1
日
出
午
前
1
0
時
～
午
後
０

時
3
0
分

会

場

市
民

会
館

対
象
小

学
三

年

生
以
上

の
青
少

年

定

員
先

着
二
十
人
　
費
用
五
百
円

座

電
話

で
青

少
年
会

館
�
3
4
4・
８
５

５

６
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

９
月

４
日
～
1
2
月
1
8
日

の
土
曜
日

〔
全

十
二

回
〕
午
後
４

時
～

７
時

会

場
八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
ー
・
　
費
用
八

千

円

二

回
の
場

合
は
五
百

円
）

讐
崎

ダ
ン

ス
研
究

会

・
加

養
�
3
6
2・

初

心
者

ハ

ー
モ

ニ

カ
講

習

会

９
月
1
5日
㈲
・
2
2日
水
午
後
２
時

～
４
時
会
場
市
民
会
館
費
用
無

料
（
教
材
の
な
い
人
は
ハ
ー
モ
ニ
カ

代
八
千
円
・
教
本
代
千
五
百
円
）

題
松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ミ
ー
ゴ
・

佐
藤
�
3
8
5
・
３
２
５
５

ふ

れ

あ

い

教

室

①

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

講

座Ａ

コ

ー

ス

＝

９

月
2
2

目

・
2
9

日

、

1
0月

６

目

・
1
3

日

、

Ｂ

コ

ー

ス

＝
1
0

月
2
0

目

・
2
7

目

、
１１
１１
月
1
0

日

・
1
7
目

、

Ｃ

コ

ー

ス

＝

Ｈ

月
2
4

日

、
1
2

月

１

日

・

８

日

こ

Ｄ
日

の

各

水

曜

日

午

後

６

時
3
0

分

～

８

時
3
0

分

〔
各

コ

ー

ス

全

四

回

〕
　

定

員

各

二

十

人

（

抽

選

）

費
用
七
千
円
（
花
材
・
花
器
代
）

②

太

極

拳

講

座

９

月
2
2

目

～
1
2

月
1
5

目

の

毎

週

水

曜

日

〔
祝

日

を

除

く

、
全

十

二

回

〕

午

後

６

時
3
0

分

～

８

時
3
0

分

定

員

五

十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

会
場
①
曇
と
も
勤
労
会
館
　
対
象

市
回
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

恵

９

月

１

日

水

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、

往

復

ハ

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名

・

年

齢

・

電

話

番

号

・

講

座

名

（
コ

ー

ス

名

）
を

記

入

し

て

、
〒
2
7
1－

８

５

８

８

松

戸

市

根

本

三

八

七

の

五

松

戸

市

役

所

商

工

観

光

課

労

政

係

（
�
3
6
6
・

ｋ

５ｎ
&

ｌ
ｋ

ｊ
　

／

｢文章作成教室｣｢一般教養教室｣聴覚障害者のための

－
―

－

－
　

－

－

期日 内 容 講 師
－` r ″
9/ 9 困

一 般 教養教 室「心 肺そ 生法

を身 に付け よう」
五香 消防 署職員

19(日) 文章作成教室
元筑波大学附属ろう学校

教諭 ・芦 田達郎 氏

10/7 ㈲
一 般 教養教 室 「知リ たい 松

戸 市 地域保 健医 療計画 」
民生局企画調整室職員

24紐 文章作成教室
元筑波大学附属ろう学校

教諭 ・芦 田達 郎氏

11/4 ㈲
一般 教養 教室 「松戸 市のご

みの 話と 何でもご み雑学」
環 境部計 画課 職員

14(日) 文章作成教室
元筑波大学附属ろう学校

教諭 ・芦 田達 郎氏

12/2困

一般 教養 教室 「自然 の話と

木の 実や葉 っぱ を使 って ク

リ スマス リー スをつくろ う 」

緑 地管 理課職 員

12斜
文章作成教室

元筑波大学附属ろう学校

教諭 ・芦田達 郎氏
19(目)

※
Ｏ
Ｈ
Ｐ

・
手

話
通
訳
が
付
き

ま
す
。

会
場
ふ

れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
　
時
間

一
般
教
養
教

室

＝
午
後
７

時
～
９

時

、文
章
作
成

教
室
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
　

対

象

市
内

在
住
の

聴
覚
障

害
者
　

定

員
先
着

三
十
人
　

費
用

無
料

匝

８

月
2
6日
南

か
ら

、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
住

所

・
氏

名

・
生

年
月

日

・
性
別

・
フ

ァ
ッ
ク

ス
番
号

・
職
業
を

記
入
し

て
、
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健
康
福

祉
会
館
）
内

障

害
者
福
祉

セ
ン
タ

ー

現

今

７

８
１
０

（
�
3
8
3・
ヮ

ー
ー
土

ヘ

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1）
講
座

講 座 名 日　　時 定員／費用
ワー

プロ

・パ

ソコ

ン講

座

パソコン ・ワープロ

入門講座

①9/ 1 ㈲ ・2 ㈲　　　　　　　 午後

②9/ 9( 木)・10 廊　　　　　　　 午前 各10人

6,000円windows95 入門講

座

①9/ 7( 火)・8 ㈲　　　　　　　 午後.

②9/13 ㈲)・14 ㈹　　　　　　　 午前

ワープロソフト

一太郎入門講座
9/ 9 休)・10廊・13 ㈲)・14 灰) 午後

各10人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト

Word 入門講座
9/16 休)・17 廊 ・20 ㈲)・21 ㈹　 午後

表計算ソフトLotus

l-2-3入門講座
9/27 ㈲)・28(火)・29 團 ・30 困　 午 後

表計算ソフト

Excel 入門講座

9/4 出 ・11 出

午前10 時 ～ 午後3 時30 分

7人
10,000円
(8,000 円)

※午 前= 午 前9 時30 分～ 午後○時30 分 、午 後= 午後1 時30 分～4 時30 分

マッ
キン
トッ
シュ
パソ
コン
講座

初心者入門講座 9/ 1 團 ・　2休)・　3廊 ・　6(月) 午前
吝5人

15,000 円 犬
初級講座 9/16 困 ・17 廊 ・20(月)・21 ㈹　 午 前

※午前= 午前9 時30 分～ 正午

高齢
者向
けパ
ソコ
ン講
座

ゆっくり楽し＜パソ

コン講座

(対象65歳以上の人)

9/28 ㈹ ・29 團

午前9 時30 分～ 正 午

5人

7,000円

ス

ポ

ー
ツ

カ

ロ

ー

リ

ン

グ

・

ダ

ー

ツ

教

室

８

月
2
8日

出
午

後
７

時
～
９

時

会
場
小
金
原
体
育
館
対
象
小
学
生

以
上
の
人
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

圃
当

日
会

場
で

鼓
体
育
指
導
委
員
・
日
江
井
�
3
4
2
・

市

民

体

育

祭

弓

道

大

会

兼

記

録

会
９

月
1
5
日
脚

午
前

９

時

か
ら

会

場
運
動
公
園
弓
道
場
対
象
市
内
在

住
の
人
（
学
生
不
可
）
　
費
用
千
円

圃

当
日

会
場

で

（
午
前

８
時
3
0
分
～

９

時
受

け
付
け

）

類

松
戸

市
弓

道
連

盟

・
熱

田
�
3
4
2・

健

康

体

操

体

験

教

室

９
月
４
日
衝
・
１
１
日
2
5
日
①

午

後
３

時
～
４

時
3
0
分

会

場
運

動

公

園
小

体
育
室

対
象

成
人

女
性し

定
員
各
回
先
着
二
十
人
　
費
用
一
回

五
百

円

（
保
険

料
を
含

む
）

圃

当
日

会
場

で

問

健
友

会

・
斉

藤
�
3
4
2・
８

０
８
８

小

学

生

女

子

の

新

体

操

一

日

体

験
８

月
2
5
日
水

～
2
7
日
廊

の

い
ず
れ

か
一
日
、
午
前
９
時
～
1
1
時
会
場

青

少
年

公
館
　

服
装
動

き

や
す

い
も

の
　
持
ち
物
上
履
き
　
費
用
無
料

圃

当
日

会
場

で

鼓

リ

ボ
ン

ク
ラ

ブ

パ
穂
積
�
3
4
6・
９

１

８

ハ
ｈ
ｙ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

８
月
2
9
日

⑥
午
前

９
時

～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
費
用
百

円

（
保
険
料

）

軍

当

日
会

場
で

類
体
育
指
導
委
員
よ
宍
戸
�
3
8
9
・
８

４

１
－
ニ

ーａ

秋

季

ク

ラ

ブ

対

拭

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

９

月
2
3
日
㈲
午

前
８

時
3
0分

受
け

付

け
、
午

前
９
時

開
始

会
場
栗

ケ

沢
公

園
庭

球
場

対
象

連
盟
の
加

盟

ク
ラ

ブ
・
一
般

の
チ

ー
ム

（
各

三
組

一
チ

ー
ム
）
　

偉

日
男

・
女

・
ラ
ン

ク
別
　

ル

ー
ル
国

際
ル

ー
ル
　

春
雨

一
チ

ー
ム
六
千
円

座

９
月
３

口
吻

ま
で
に

、
所
定

の
振

込

用
紙

で

類

松

戸
市

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス

連
盟

・
小

倉
�
3
4
5・
０
８
９

９

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

９
月

７
日
～
1
0
月
５
日

の
毎
週

火

曜

日

〔
全
五

回
〕
午

後
７
時

～
９

時

公
聴

常

盤
平
体
育

館
　

定
訃
先

着
三

十
人
　

春
雨

無

料

圃

直

接
ま

た
は
電
話

で
ス

ポ
ー
ツ
課

�

3
6
3
・
９
２
４

１
へ

ソ
フ

ト

テ

ニ

ス

教

室 ※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。

※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。

圃8月25日㈲午前9時から直接､松戸地域職業訓練センター（小金原1の19 の3

�349 －3200 ）窓ロヘ

会 場 曜日 時間 期間 費用 [閲松戸市ｿﾌﾄﾃﾆｽ 超

41`‘　 む`1

金ケ 作公園

庭 球場
ｙ

火 午後｢ｱ時～9 時 9月～11 月 5,000 円

山岸�388 －8450
土

午前10時

～正午

9月～12月

ﾜ,000 円

日 吉田�388 －6431

月

6,000 円 吉田�34 こト0322木 午後1時～3時

栗ケ沢公園庭球場 木 午前10時

～正午中央公園庭球場 水
金ケ作公園庭球場

瀕 対象は中学生 日
午前8 時

～10 時

ﾜ,000 円

(消 防 含む)
中沢�342 －ﾜ326

[車]各 会場 で( 常時)

情報

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

９
月
５
日
収
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
費
用
百

円
（
保
険
料
）

圃

当
日

会
場

で

暦
体
育
指
導
委
員
ふ
宍
戸
�
3
8
9
・
８

チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です、

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

ごづこ
二……=こ　代 表FA χは … …363-3200 1

(松戸 市 の 市 外 局 番は047 で す)
‥　 ．．　　　　 ．‥　 ＿ ＿

市 の メ ー ル ア ド レ ス は …mcity ＠intership.ne.jp こ　　　　　　　j
¶

市` の ホ ー ム ペ ー ジ は ‥ ‥‥　　　　　　　　 ヨ ガ 卯.ne.jp/matsudo/ :

¶rr　　　　・ ・　　　　　.-　　゙ ● ●d●･.　・　　W゙ 　　j　　　 ～ jy-

ミ



プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

新

番

組

「

流

れ

星

を

科

学

す

る

」

９
月

４
日
出

～
1
0
月
3
1日

㈲

会

場

市
民

会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

内

容
昨

年
話
題

に
な

り
、
今

年

の
出

現
有

期
待

さ
れ
て

い
る

「
し

し
座

流

星

群
」
。
流

れ
星

の
正

体

を
紹
介

費

用

子

ど
も
三

十
円

・
大
人
五

十

一
円

（
投

影
開

始
三
十

分
前

か
ら

、
券

を
発

売
し

ま
す
）

※
開

始
時
刻

は
お
問

い
合

わ
せ

を

圜

市

民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

昔

3
6
8
・
1
2
3
7

ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

を

楽
し

も

う

９
月
1
8日
出
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
矢
切
公
民
館

内
容

劇
団
天
童
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
」

よ
り
「
王
女
パ
リ
サ

ー
ド
」
　
対
象

三
歳
以
上
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
先
着
百
五
十
人
費
用
無
料

惠
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館

登
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
日
休
館
）
へ 催

し

物

野

鳥

観

察

会

９
月

５
日

㈲
１

圜
８

時
松
戸

駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上

集
合

、
午

後
１
時

現
地

解
散

〔
雨
天

中
止
〕
　

会

場
東
京

港

野
鳥
公

園

持
ち
物

筆
記
具

・
観

察

用
具
・
昼
食
な
ど
　
費
用
無
料
（
入

園
料
三

百
円

程
度

、
交

通
費

は
実

費
）

昌

顫
ま

つ
ど
街
と

水
辺

の
緑
化

基
金

昔
3
4
5・
9
8
4
6

な

ん

で

も

相

談

日

９
月

５
囗

㈲
午
前
1
0
時
3
0分

～
午

後
３
時

会

場

ダ
イ

エ

ー
新

松
戸

店

相
談
内

容
法

律

・
相
続

・
税
金

・
不

動

産
売

買

・
登
記

・
教
育

・
建

築
設

計

デ
ザ
イ
ン

（
イ

ン
テ
リ

ア

ー
カ

タ

ロ

グ
）
　・
社
会

保

険

・
労

働
保

険

・

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
　
相
談
担
当
者
弁
護

士

・
税

理
士

・
司
法

書
士

・
宅

地
建

物
取

引

主
任
者

・
一
級
建

築
士

・
土

地
家
屋

調
査
士

・
社

会

保
険
労

務
士

・
塾
講
師
ほ
か
　
費
用
無
料

鵞

松
戸
商
工
会
議
所

登
3
6
4
・
3
1
1
1

松

戸

民

演

発
表

会

９
月
５
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
８

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
歌

と
踊
り
の
競
演
費
用
無
料

圃
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋
昔
3
4
1
・
３

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

人

と

遊

ぼ

９
月
Ｈ

日
出

～
1
7日

窗

内

容
千

葉
県

内
を

案
内

す
る
　

対
象

十
八
歳

以

上
三
十

歳
以
下

の
人

※
８
月
3
1
日
㈹
説
明
会

が
あ
り
ま
す

。

匣

８
月
2
8
日
出

・
2
9日

㈲

の
午

後
７

時
～
1
0
時

の
問

に
、
電

話
で
松

戸
車

ロ

ー

タ
ー
ア

ク
ト
ク

ラ
ブ

・
樋
口

容

3
6
2
・
７
０
冖０
８

へ

身

体

障

害

者

親

睦

研

修

旅

行

９

月
2
6
囗
㈲
～
2
7
日

側

〔
一
泊
二

日
〕
、
午
前
７
時
3
0
分
ふ
れ
あ
い
2
2（
健

康
福

祉
会

館
）
集

合

行
き
先

栃
木

県
那
須
・
塩
原
方
面
　
対
象
市
内
在

住

の
障
害

者
手
帳

所
持

者

定

員
先

着
九
十
人
　
費
用
一
万
七
千
円

圃

９
月
４

日
出

ま
で

に
、
電
話

で
松

戸
市

身
体

障
害
者

福
祉
会

・
高
橋

登

3
6
1
・
ｎ
乙
ｎ
乙
００
１

へ

(合同作品展)松戸市婦人グループ展

日 時 内 容 グループ名

8/31 く火卜9/5(1 日)

午 前10 時

～ 午 後6 時

(8/31 は 午 後1

時 か ら､9/5 は

午 後4 時 ま で)

ペン習字
松戸ペン習字クラブ

常盤平ペン習字クラブ

編み物 あひるの会

袋もの 松戸袋もの手工芸サークル

折り紙 松戸折り紙サークル

家庭ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ青藍( せいらん)会

こぎん刺し 津軽こぎん刺し の会

会場文化ホール　費用無料
圜社会教育課市民文化係0366-7462

県

生

涯

大
学

校

作

品

展
示

会

８
月
3
0日
側
～
９
月
２
日
困

会

場
県
生
涯
大
学
校
京
葉
学
園
（
千
葉

市
）
　
内
容
書
・
絵
画
・
写

具
・
彫

刻
工
作
・
手
芸
・
皮
革
工
芸
な
ど

顏
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
昔
0
4
3

・
2
6
6
・
4
7
0
5

ま

つ

ど

母

親
大

会

９
月
４
日
出
午
後
２
時
～
５
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
子

育
て
フ
ェ
ス
タ
、
介
護
保
険
制
度
ほ

か
　
費
用
五
百
円

※
二
歳
以
上
保
育
あ
り
、
二
百
円

顏
鹿
又

昔
3
8
8
・
8
6
3
6

姉

妹

都
市

ホ

ワ

イ

ト

ホ

ー
ス

市

ク

ー
ナ

ン

高

校

絵

画

展

９
月
３
日
吻
～
1
6日
困

会
場
松

戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
内
容
ホ
ワ

イ
ト
ホ
ー
ス
市
ク
ー
ナ
ン
高
校
生
徒

の
絵
画

の
展
示
な
ど

醫
政
策
企
画
室
文
化
国
際
担
当

公
3
6
6

ご

み

ツ

ア

ー

（
清

掃

施

設

の

バ

ス

見

学

会

ブ

毎
月

第
二

水
曜
日

午
前

８
時
5
0
分

～
正
午
〔
雨

天
決

行
〕
　
コ

ー
ス
市
役

所
地
下

玄
関
（
集

合
）
～
日
暮

ク
リ

ー

ン
セ

ン
タ

ー
～

資
源

リ
サ
イ

ク

ル
セ

ン

タ
ー
い

和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
～
市
役

所
（
解

散
）
　
対

乖

車
内

在
住

の
人
（
乳
幼

児

の
参
加

は
不

可
）

定
員
先
着
二
十
人
（
申
し
込
み
が
十

人
以
下

の
場

合

は
中
止
し

ま
す

。
二

十
人
以

上

の
団
体

は
別

途
申
し

込
み

が
で
き
ま
す
）
　
費
用
無
料

※
現
在

、
９

月
８
日

團
と

拍一
月
1
3
日

團
分

を
受

け
付

け
中

で
す

。

匣

希
望
日

の
五
日
前
ま
で
に
、
電
話

で

環
境

部
計
画

課

容
3
6
6・
7
3
3
2

へ

新

大

正

琴

演

奏

会

９
月
2
5
日

出
午

後
２

時
2
0分

～
３

時
4
0
分

会

場

市
民

会
館

内

容
大

正

琴

の
イ

メ
ー

ジ
を

Ｉ・
新

す

る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
　
費
用
五
百
円

※
先
着
五
十
組
百
人
を
無
料
招
待

（
申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1

－
0
0
9
6

松

戸

市
下
矢

切

一
五

五

の
八
浜

本
恭
子

へ
）

頽
新

大
正
琴

サ

ー
ク
ル

・
松
尾

昔
3
4
3

・
3
1
0
8

保
健
・
衛
生

療

育

相
談

９
月
９
日
附
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分
受
け
付
け

会

場
松
戸
保
健
所

こ
　
　
　
　き
ゅう

対
象
乳
児

の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受

診
者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談

等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

持
ち
物
母
子
健
康
手
帳

春
用

無
料

※
予
約
制

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

予

防
接

種

の

お

知

ら
せ
　

Ｊ

９
月
上
旬
に
、
平
成
Ｈ
年
６
月
Ｉ

囗
～
７
月
3
1日
生
ま
れ
の
人
に
予
防

接
種
の
通
知
を
し
ま
す
。
ま
た
、
左

下
（
表
１
）
に
該
当
す
る
人
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
中
央
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民

健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
ハ
ガ

キ
に
左
記
（
図
１
）
の
要
領
で
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
－
0
0
7
2

松
戸
市
竹

ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中

央
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防
衛

生
係
（
登
3
6
6
・
7
4
8
4

）
　へ

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

図1　ハガキ記入要領

交

流

会

に

参

加

す

る

視

覚

障

害

者

を

募

集

９
月
3
0
日

困
午
前

９
時
2
0
分

新
京

成

松
戸

駅
ホ

ー
ム
集

合
〔
雨
天

中
止

〕

行

き
先
ワ

ン

パ
ク
王
国

・
ア
ン

デ
ル

セ
ン
公

園

（
船
橋
市

）
　

内

容
松

戸

市

視

覚
障
害

者
協

会

・
松

戸
点
訳

会

・
松
戸
市

朗

読
奉
仕

会

の
各

会
員

な

救

急

法

講
習

会

９
月
７
日
天
午
後
２
時
～
４
時

会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
六
階
第
一
会

議
室
　
対
象
乳
幼
児
を
抱
え
る
両
親

内
容
乳
幼
児
の
緊
急
時
の
対
応
（
心

肺
そ
生
法
を
中
心
に
）
　
服
装
動
き

や
す
い
も
の
　
持
ち
物
ハ
ン
カ
チ

定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

昔
3
6
1
・
ｎ
／‥・
１
９
に】１
へ

１

食
生
活
講
座
（
無
料
）

日 時 八蕩 内 容 対象

9/7
㈹ 廓

才水

分

奏

Ｖ

健康と食生活について､スピード

料理（実習） リ

］

14

㈲

健康作りと運動・休養について、

手軽にできるヨガ（実技）

21

㈹

家族そろって生活習慣病を予防

しよう 、野菜をいっぱい食べよ

う（実習）

28

㈲

成長期のための食生活､カルシウ

ムを上手にとろう（実習）

圃電話で中央保健福祉センターo366 ―ﾜ489 へ

ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
反
応

＝
９
月

７
日

㈹

、
Ｂ
ｃ

Ｇ

＝
９
日
い９
日

困
、
夂
岸
丁

後
１
時
～
２
時
1
5
分
会
場
中
央
保

健

福
祉

セ
ン

タ
ー

匣

生
後
三

ヵ
月
以

上
四
歳
未

満
で
Ｂ

ｃ

Ｇ
を
受

け
て

お
ら
ず
予

診
票

の
な

い
人
は
、

中
央
保

健
福
祉

セ
ン

タ
ー

・
各

支
所

の
市
民

健
康

相
談
室

で
申

し
込
む
か
、
ハ
ガ
キ
に
左
上
（
図
１
）

の
要

領
で

記
入
し

て
、
〒
2
7
1
－

０

０

第

一
回

「
松

戸

ま
ち

づ
く

り

大

賞

」

募
集

松
戸
ま
ち
づ
く
ろ
応
援
団
で
は
、

ま
ち

づ
く
り
活
動
を
応
援
す
る
た
め

に
五
団
体
に
各
五
万
円
の
活
動
資
金

を
助
成
し
ま
す
。

応
募
資
格
松
戸
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
行

っ
て

い
る
市
民
グ
ル
ー
プ

ー
サ
ー
ク

ル
な
ど
（
宗
教
・
政
治
活
動
団
体
を

除
く
）
　
選
考
方
法
書
類
審
査
後
、

活

動

内

容

を

発

表

し

、

市

民

投

票

に

よ
り
決
定
対
象
決
定
1
1
月
2
0
日
出

匣
９
月
3
0
日
困
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、

指

定

用

紙

（
松

戸

ま

ち

づ

く

り

交

流

室

で

配

布

）

を

郵

送

で

、

〒
2
7
1

1
0
0
7
3

松

戸

市

小

根

本

七

の

Ｉ

〇

松

戸

フ

コ

ク

生

命

ビ

ル

松

戸

ま

ち

づ

く

旦

父

流

室

内

松

戸

ま

ち

づ

く

り

応

援

団

事

務

局

（

容
3
6
6
・

６

１

１

３

、

Ｅ

メ

ー

ル

ｋ
ｏ
ｒ
ｙ
ｕ
-

ｂ
ａ
＠

ｉｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.

ｎ
ｅ
.ｊｐ

）

へ

ｊ

無
料
二
点
◆
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
1
8
2
惣
×

4
8惣
一
万
円
◆
キ
ー
ボ
ー
ド
千
円
◆

電
子
オ
ル
ガ
ン
無
料

〔
日
用

雑
貨
〕
人
形
ケ
ー
ス
大
小
四

個
組
千
円
◆
押
入
れ
布
団
棚
五
百
円

◆

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
二
千
円
◆
ふ
ろ

用
ふ
た
7
0惣
×
9
0惣
五
百
円
◆
車
用

フ
ラ
ッ
ト
シ
ー
ト
千
五
百
円
◆
植
木

鉢
七
個
セ
ッ
ト
二
千
円
◆
茶
箱
千
円

◆
ネ
コ
卅
家
五
百
円
◆
釣
り
ざ
お
一

万
円
三
点
◆
磯
ざ
お
三
千
円
・
八
千

円

・
一
万
円
◆
た
も
網
千
円
◆
耳
計

―
式
体
温
計
六
千
円
◆
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
ケ
ー
ス
ニ
個
セ
ッ
ト
五
百
円

・

三
個
セ
ッ
ト
三
百
円
◆
剣
山
千
円
◆

ス
リ
ッ
パ
ラ
ッ
ク
無
料
◆

ガ
ス
バ
ー

ナ
ー
無
料
◆

プ
ロ
パ
ン
用

ガ
ス
コ
ン

ロ
五
千
円
◆
石
油
ス
ト
ー
ブ
千
五
百

円
◆

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
1
8
5
／
6
5

R
／
1
4八
千
円

圃
８
月
2
7日
吻
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま

で
に

、
（

ガ
キ
に
希

望
品
名

（
品

物

一
点
に

つ
き

一
人

一
枚

）
　・
価

格

・
住
所

・
氏

名
・
電
話
番

号
（
昼
間
お

勤

め

の
人

は

勤

め
先

の
電

話
番

号

）

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松

戸
市

小
根

本
七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ

ヒ

ル
松

戸
市
消

費
生
活

課
消

費
生

活
係

へ

※
相

手

の
紹

介

は
月
初

め
に
抽

選
し

当

選
者

に
連

絡
し
ま

す
。
紹

介
後

は
自
主
交

渉
に

な
り
ま

す

。

○

次

回

掲

載

分

に

つ

い

て

品

物
を

譲
り
た

い
人

は
、
８
月
2
7

日
吻

ま
で

に
、
電

話
で
申

し
込

ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人
三
点

ま
で
）
。
９

月

2
5日

号
に
掲

載
し

ま
す

。
価
格

は
一

万

円

ま
で

で
、
衣

料
品

・
食
料
品

・

自
転

車
な

ど
は
扱

い
ま
せ

ん

。

醫

消
費
生
活

課

消

費
生
活

係

昔
3
6
6
・

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
食
器
棚
二
台
セ
ッ
ト
二
千

円
◆
座
卓
三
千
円
◆
ド
レ
ッ
サ
ー
千

円
◆
籐
製
の
い
す
二
個
セ
ッ
ト
千
五

百
円
◆
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
二
百
円

〔
電
気
用
品
〕

空
気
清
浄
器
五
百
円

・
五
千
円
◆
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
一
万
円

◆
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
万
円
◆
窓
用
エ

ア
コ
ン
一
万
円
二
点
◆
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
二
千
円
◆

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
1
8型
三

千
円
◆
電
子
レ
ン
ジ
二
千
円
◆
ス
ピ

ー
カ
ー
一
組
五
千
円
◆
ふ
と
ん
乾
燥

機
三
千
円
◆
冷
蔵
庫
三
千
円
・
五
千

円
◆
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
五
千
円
◆
掃

除
機
無
料
◆
電
動
ミ
シ
ン
二
千
円
◆

極

超
音

波
治
療

器

一
万

円
◆

Ｃ

Ｄ
フ

レ

イ
ヤ

圭

二
千
円

〔
子

供
用

品

〕
三

輪

車
二
千

円

こ
二
千

円
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
無
料
・
三
千
円

◆
ベ
ビ
圭
フ
ッ
ク
無
料
・
二
千
円
◆

双
子
用
縦
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
二
千
円
◆

Ｂ
型
ベ
ビ
ー
力
ー
三
千
円
◆
電
車
の

お

も
ち

や
二
個

セ

ッ
ト
六
百

円
◆
玉

入

れ
お

も
ち

や
五
百
円

◆

蚊
帳
二
千

円
◆

い
す

五
百
円

◆

お

ん
ぶ
だ

っ
こ

ひ

も
二
千
円

◆

ベ

ビ
ー

バ
ス
千
円
◆

ブ
ラ
ン
コ
滑
り
台
付
き
プ
レ
イ
ジ
ム

六
千
円
◆
滑
り
台
三
千
円
◆
チ
ャ
イ

ル

ド
シ

ー
ト
ハ

千

円
◆

ス
イ

ン

グ
ラ

ッ
ク
六
千
円

〔
ス

ポ
ー

ツ
用

品
・
楽

器
〕
健

康
器
具

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え

る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

募
集
し
ま
す

ど
が
参
加
し
て
の
交
流
会

（
自
宅
ま

で
の
送
迎
と

ガ
イ
ド
あ
り
）
　
対
象

視
覚
障
害
者

持
ち
物
弁
当
・
敷
物

曹
用
五
百
円
（
入
園
料
、
交
通
費
は

実
費
）

※
点
字
の
案
内
書
が
あ
り
ま
す
。

※
皆
さ
ん
の
お
近
く
の
視
覚
障
害
者

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

惠
９
月
５
日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
点
訳
会
・
太
田

昔
3
4
7
・
7
6
3
3

へ

７
２
松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸

市

甲
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健

衛
生
課
予
防
衛
生
係
（
公
3
6
6
・
7
4

8
4
）
　ヘ

ー
９
月
９
日
水
に
体
調
が
悪
く
Ｂ
Ｃ

Ｇ
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
二

週
間
以
内
に
無
料
で
受
け
ら
れ
る

会
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
救
済

①平 成11 年６月１日～７月31 日 生ま れで

８月１５日以降に住民登録をした人

②各予防接種が完了していない人で、予診

票を持つていない下記の人

7歳6ヵ月末満の人

○ポリオ＝3 ヵ月以上ﾜ 歳6 ヵ月未満で2 回飲

んでいない人

ＯＤＰＴ＝３ヵ月以上ﾜ 歳6 ヵ月未満で4 回接

種していない人

○麻しん＝ １歳以上ﾜ 歳6 ヵ 月未満で接種を

していない人

○風しん＝ １歳以上ﾜ 歳6 ヵ 月未満で接種を

していない人

○日本脳炎＝3 歳以上ﾜ 歳6ヵ 月未満で3 回接

種し ていない人

小・中学生

○日本脳炎第2 期＝小学4 年以上13 歳未満の

人で1度も追加接種をしていない人

○日本脳炎第3 期＝中学2 年以上16 歳未満の

人で1度も追加接種をしていない人

ＯＤＴ第2期＝小学6年以上13歳未満の人で

1度も追加接種をしていない人

○風しん＝ 中学2 年以 上16 歳未満で接種を

していない人



広報ま つ ど1999 年(平成11年)8月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝ 松戸市の市外局番は０４７です。

期 日 内 容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

9/ 5(日)松戸民演第21回発表会 10 : 00 松戸民演連盟・成嶋　 登341-35ﾜ2

11 圉 親子まんが映画会　　　　　　　 ☆ 10 : 00
教育映画アニメセンター

O03-3324-44ﾜ2

12(日)エチオピア国立民族舞踊団　　　 ☆ 14 : 00
MIN一〇Nチケットセンター

a03 ―3226 ―9999

25 圉 布施明ドラマチックコンサート　 ☆ 18:00 労音東葛センター　　Q365 一9911

8/29日
劇団天童ミュージカル

「ピーター・パンとウェンディー」 ☆
16:00 紂松戸市文化振興財団 登384-5050

9/4 倒
ミニミ ュージカル「好奇心」

記憶を失ったホームレス　　　　 ☆
19 二00 有光恵津子　　　　 登346-0044

5(日)藤乃流10 周年記念発表会 12:30 藤乃流・美華会　　　 昔38ワー4301

11 倒 第25 回尺八演奏会 10 : 00 佐々木淙山　　　　　 ≫385-8ﾜ15

12(日)
歌劇「フィガロの結婚」

全四幕日本語公演　　　　　　　 ☆
1ﾜ:00

カルトン オペラ・伊藤

登042-563-1045

15 ㈲ ピアノ発表会 13 : 00 土橋麻里　　　　　　o363 ―5932

18 吠）ゆうかり合唱団20周年記念演奏会 ☆ 14:00 上野啓子　　　　　　O340 ―02引

19(日)松戸市民カラオケ歌謡協会秋の歌謡祭 9 :30
松戸市民カラオヶ歌謡協会事務局

e368-8640

23 竕
シリーズ「森のリサイタル」

佐野成宏テノール・リサイタル　 ☆
1∠に00 堋 公戸市文化振興財団Q384-5050

25 圉
まつどシュタツトムジカント

第2回演奏会
16 : 00

まつどシュタツトムジカント・伊藤

昔33卜488ﾜ

21世紀の森と広場パークセンター

期 間 内 容
展
示 9/21  m ～26(日) ｢農とふれあう作品展」　ＪＡ松戸市女性部

爽
9/25  et)午前10時～11 時30分 昆虫ウオッヂンゲ　講師自然解説員・前園泰徳氏

26(日)午後2時～3時 季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

定員先着25人　費用無料　※雨天中止

惠当日パークセンターで

相

談

毎週水・土･ 日曜日と祝日､ 午前

10時～正午と午後1時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも受け付

けます)

開館時間…午前9時～午後4時30分（月曜日は休館）

博物館

期日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

8/28 汢）さとう宗幸with伊奈かつぺいコンサート☆ 纐:30 労音東葛センター　　 容36卜9911

9/11 仕）浅香光代ショー　　　　　　☆ 13:30 1ﾜ:30 ワイド企画　　　　　　O362 ―96ﾜ1

19(日)兼坂連合会　民踊おさらい会 10:00 兼坂連合会　　　　　 昔36ワー1383

25 圉 新大正琴サークル演奏会　　　　　　☆ １４：２０ 新大正琴サークル　　 昔3∠13―3108

26(日)第9回尾崎一夫カラオヶ歌謡教室音楽祭 14:00
尾叫卜 夫カラオケ歌謡教室

a363 ―1220

30 ㈲ 家庭教育学級合同講演会 10:00 教育委員会矢切公民館　a368 ―1214

※月曜日は休館

文化ホールギャラリー
期 間 内 容 問い合 わせ先

8/29(1日)まで
清窯（せいよう）会作品展 清窯会　　　　　　　　S341-1434

書嶽（しょがく）社展 書嶽社　　　　　　　　O342-08ﾜ3

8/3  m ～9/5絲 松戸市婦人グループ 展 教育委員会社会教育課　　　Q366 ―｢ｱ462

9/10R ～12(日)松戸市小中学校理科作品展 教育委員会指導課　　　　　S366 ―ﾜ458

15 竕～19 絲

みづえの会作品展 みづえの会　　　　　　　S388-1460

萌樹（もえぎ）会作品展 萌樹会　　　　　　　　　　a364 一9ﾜ86

馬橋洋画サークル展 馬橋洋画サークル　　　　　 昔34∠F－ﾜﾜ5ﾜ

21 ㈹～26( 日)
松戸21 世紀ペン展 古ケ綺ペン習字サークル　　S368-6698

ＪＲＰ第6回写真展｢ 海月(＜らげ)｣ＪＲＰ松戸支部　　　　　15341 ―2683

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

松戸駅市民ギャラリー
期閤 9/2 團まで 9/3R ～16㈲ 9/m 卜30 ㈲

東
信玄アートサークル展

[暦山内登368-ﾜ1ﾜ4

ホワイトホース市クーナン高校絵画展

圜 市政 策企画 室o366 ―ﾜ310

森岡睦示作品展

圜森岡公368-8995

西
全日写連東葛支部写真展

[固北村S363-3ﾜ14

まつど美術研究所カルチャー教室作品展

圜 俊( し ゅん) 登342-6006

露松院口一書道展

[暦坂本登361 －0022

戸定歴史館
期間・催し 物 内 容

9/19(日)まで

小中学生のため

の歴史展示'99

徳川昭武の生涯を 、小中学生を対象に分かりやす＜紹介します。歴史に自由に

触れ合ってもらうために 、勉強ということよりも未知のものに出会う驚きや喜び

を感じてもらえる場所を提供し たいと思います。

主な展示品スイス大統領より贈られた昭武肖像入り金時計・昭武と慶喜が作った茶碗・昭武の

趣味の記録（写真・釣り・陶器）・葵紋入調度品

9/20（月卜10/1R 、展示替えのため歴史館は休館し ます（戸定邸は開館）。

10/2R からは特別展「古写真に探る・幕末側 日の城」を開催します。

入館時間…午前9時30 分～午後4時30分（月曜日は休館。ただし 、祝日は開館し 、翌日休館）

入館料…一般60 円、高・大学生40 円、小・中学生20 円

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

市民劇場
期日 内 容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

8/31 m カラオケコンテスト 18 : 00 冨永くに子　　　　　昔3∠11-3623

9/  3 m 沖縄のけ－し風コン サート　　　　　☆ 18 : 30 渡辺一夫　　　　　　　0365-9306

4圉 ハワイアンバンド演奏会 13 : 30 板橋靖夫　　　　　　 公3∠1ワー8623

5絲 舞踊おさらい会（千鵬会） 10 : 30 橋本八重子　　　　　S385-565ﾜ

11 出 松戸声楽勉強会発表会 14 二00 五味宏恵　　　　　　　≫388 ―6685

12(日)ピアノ合同発表会 10 : 00 金沢辰男　　　　　　　Q368-3333

18 圉 中高生英語スピーチコンテスト 13 二00 市政策企画室　　　　　a366 ―ﾜ310

19日 佐藤蓮瑶歌謡サークル発表会 9:30 田村幸子　　　　　　Q385-4352

※月曜日は休館

相 談名 期 日 時 間 会 場 問 相談名 期 日 時 間 会 場 問

市政･一般
月～金曜 日

午前8時30分～午後5時
市民相談室 対

語鬪

箜談室
胼

h7
尉 凵

･ 9詔

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅＵー

Ｈ

Ｈ
齟

366局
ラ 松
幃

７ 局

6(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時
7(火) 六 実支所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市祭

靉

コ
ーナ

7(火) 小金 支所
第1月曜日 午前9時～正午

牀 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 1冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 2團 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社

会ｄ

ド

6(月) 馬橋 支所
外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

7(火) 六 実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 16休） 午前10時～午後4時 住宅課

7(火) 小金支 所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
1冰)・22冰) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(C361 ―4089)でも行っています。 1團・22冰） 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

3(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所
※　国杢　民冂

㈹

ミド

點

2困・16休） 小金原市民センター

7(火) 小 金 支 所 痴ほう介護相談(予約制) 24(4) 午後1時～3時 社会福祉協議会

10淦） 小金原支所
ゆ う ま つ ど

ここ ろの 相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

Q363-0505

第2～第4木曜日14(火) 馬 橋 支 所
第1木曜日 午後2時～8時

17(金) 六 実 支 所
女 性就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

21(火) 新松戸支所
パ ー ト 労 働
悩 みご と相談

7(火)
午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー

S364-877824(金) 矢 切 支 所

28(火) 東 部 支 所 就 学相談( 予約 制)
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)
0366-7600

濮生活橄 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター
S365-6565

教育相談( 予約 制)

青少年 相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年 セ ン タ ー
S363-7867育 児 相 談

(すくす〈ﾃﾚﾌｫﾝ 〉
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北 松 戸保 育 所
0367-4646 青少年 相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 セ ン タ ー
Q366-7464※住宅課S366-7366 、商工観光課*5366-7327

◆テレホン案内サービス　 ゛

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

●休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

●お気軽にご相談ください9月の相談あんない相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません

森のホール21 市民会館

IIIIIIIII･･･

救 急 医 療 体 制

健康保険証をお忘れなぐ

期 間 内 容

9/1似卜30 ㈲

午後1時15分と3時15分から

上映(土･ 日曜日、祝日は午前

11時からも上映)

ハイビジョン映像「 故宮　至宝が語る中華五千年／第1集　神・人

と共にあり一先史・殷・周」＜上映時間60 分＞

10 月て故宮　至宝が語る中華五千年／第2集　百家争鳴　乱世に競

う一春秋戦国」＜上映時間60 分＞　会場講堂　観覧無料

※9/12(1日）は講演会開催のため午後10315 分からの上映は中止します。

9/23Rまで

創造と伝統の木版画家　奥山儀八郎展　内容松戸ゆかりの木版画家

奥山儀八郎の半世紀を超える創作活動の足跡を約200 点の作品でた

どる　会場企画展示室　観覧一般300 円(240 円)・高大学生150 円

(100 円)・小中学生100 円(60円)〔(　)内は団体料金/20 人以上。

常設展示は別料金〕

9/14～11/16 の毎週火曜日

午前10 時30分～正午

〔全10 回〕

古文書を読む〔近世中級編〕　内容経験者を対象に近世の文献を解

読する　講師筑波大学名誉教授・渡邉一郎氏　定員30人(抽選) 費

用3,000円程度( テキスト代)

圉9/3(金)〔必着〕までに､往復ハガ牛に住所･氏名･電話番号を記入し

て､〒2ﾜ0-2252 松戸市千駄掘6｢71市立博物館｢古文書を読む｣ｲ系へ

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

[亟電話で市立博物館試着体験係Q384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第4金曜日 一年末年始(12/28 ～1/4) 開館時間午

前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで） 常設展観覧料一般300 円(240 円）･高大学生150

円（100円）・小中学生100 円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10 時と午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）
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